


第29回市民文化祭
秋のイベント情報

10月

11月

10/3
11/30

史料館企画展「南蛮美術と大村キリシタン史」
◇午前10時～午後6時　◇市立史料館

10/11
・
10/12

市民いけばな展
◇午前9時～午後5時　◇市コミセン

◇4日（土）・5日（日）10時～17時

俳句・短歌・油絵・水彩画・水墨画・写真・ちぎり絵・木彫・彫刻・布の花・革工芸・日本人形
パッチワーク・書道・ペン習字・華道・着物着付け実演など

※休館日／毎週月曜日および10月12日・25日、
 11月2日・23日・25日

コミセンで定期的に活動しているグループが日頃の成果を発表します。
■展示発表

メダリオン 南蛮漆器聖フランシスコ聖龕
せいがん

問市立史料館☎531979

10/12

10/12

10/19

市民茶会
◇午前10時～午後4時　◇市コミセン

第17回大村中学校吹奏楽部定期演奏会
◇午後1時30分開演　◇市民会館　◇入場無料

問古賀野☎531333

第18回郡中学校吹奏楽部定期演奏会
◇午後2時開演　◇市民会館　◇入場無料

問坪田☎558318

市美術展覧会
◇午前9時～午後6時（2日は午後4時まで）　◇市コミセン

荒木十畝展
◇午前10時～午後5時　◇市立史料館　※月曜日は休館

11/15
・
11/16

11/15
・
11/16

第24回西大村中学校吹奏楽部定期演奏会
◇午後1時30分開演　◇市民会館　◇入場無料

問田平☎532360

11/2

11/16

盆栽展
◇午前9時～午後5時（16日は午後4時まで）　◇市コミセン

寒蘭展
◇午前9時～午後5時　◇市コミセン

舞台芸術祭
◇午前11時～午後5時　◇入場料300円　◇市民会館

11/23
文芸大会
◇午前10時～午後5時　◇市コミセン

10/4
・
10/5

第29回コミセンまつり
◇市コミセン、さくらホール

10/5

大村城下町灯籠まつり
※24ページをご覧ください。

とう  ろう

第18回玖島中学校吹奏楽部定期演奏会
◇午後2時開演　◇市民会館　◇入場無料

問市コミセン☎543161

　この秋、長崎のキリシタン文化を広く知って
いただくため、県・関係市町で「長崎信仰の
遺産～時を超えるキリシタン文化の旅～」と
題して、展示会などの連携事業が開催され
ます。市では、当時、西洋との交流から生ま
れた南蛮漆器の特別展示やキリスト教禁教
に関する展示を行います。

出品作品

◇4日（土）11時～16時・5日（日）11時～17時

ウクレレ・合唱・童謡・尺八・文化箏・箏・胡弓・民踊
舞踊・新舞踊・日舞・民謡・ダンス・モダンバレエ
フラダンス・詩吟・体操・カラオケ・バンドなど

ごと

■舞台発表

◇4日（土）12時～14時・5日（日）12時～16時
■体験コーナー

◇4日（土）・5日（日）
■バザー

出演予定

吟道連合会・日舞連合会・民舞連合会・謡曲愛好会・華道連合会
民修会・ミュージックアカデミー・紅の会・豊翔会・大正琴琴和会
相撲甚句会・ハワイアンフラパール

出
演
団
体

市美術展作品募集

文芸大会作品募集

俳句大会

部　門 洋画・日本画・書・写真
彫塑工芸・デザイン

●募集句（3句）
・投稿料/1,000円 ・投稿期限/10月23日（木）
・投稿先/〒856-0835
 久原1丁目419-6  奥村京子宛

川柳大会
　投句受付/当日10：00～11：30
※事前の投句不可
・参加料/1,500円 ・宿題発表/9月中旬予定
・選者/県下吟社の代表

●当日句（2句）
・投稿料/500円（募集句投稿者は不要）
※当日会場付近の写生句に限ります。
※募集句は選者、当日句は参加者による互選で選考。

出品規定 高校生以上の市内在住者、
または市内への通勤・通学者

出品料 大学生・一般 2,000円
高校生 1,000円
※申し込み時に支払い

申込期間

作品規格など詳しくはお問い合わせください。
■申し込み・問い合わせ　市文化協会事務局
　　　　　　　　（文化振興課内・内線372）

■問い合わせ　
　西山常好（俳句部会長）☎552258

■問い合わせ　
　永野重吉（川柳部会長）☎526645

短歌大会
　投稿歌/一首（自作未発表作、200字詰原稿用紙使用）
・出詠料/1,500円（定額小為替）
・投稿期限/10月28日（火）
・投稿先/〒856-0831東本町342-2  嶋崎幸彦宛
※選者4人による選考。
■問い合わせ　
　嶋崎幸彦（短歌部会長）☎522964

10月2日（木）～14日（火）
※水・土日・祝日は受け付けできま
　せん。

芸
a r t c u l t u r e h i s t o r y術 文化 歴史

いろんな 秋 を 楽し みませ ん か？

〜

10/8
10/11
〜

10/27
11/2
〜

10/28
11/30
〜

じっぽ

問い合わせ先の記載のない催し…
 問市文化協会事務局（文化振興課内・内線372）

問笹山☎533401

※見開きにしていますので、3ページからご覧ください。
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CAUTION

　

左
グ
ラ
フ
は
、
過
去
32
年
間
の
気
象
庁
長
崎
空
港
出
張
所

で
の
降
雨
量
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
崎
空
港
で
測
定
し
た
市

内
の
年
間
平
年
降
水
量
は
１
‚
８
３
４
㎜
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
で

示
し
て
い
ま
す
。
薄
茶
色
の
年
は
平
均
値
よ
り
少
な
か
っ
た

年
で
、
32
年
間
の
う
ち
20
年
は
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
少
雨
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
解
り
ま
す
。

　

近
年
の
少
雨
の
た
め
、
市
で
は
４
月
に
水
資
源
対
策
室
を

設
置
し
、
水
道
局
や
関
係
部
局
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
総
合
的
、

中
長
期
的
な
水
資
源
の
保
全
と
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
の
水
循
環
の
現
状
の
把
握
（
調
査
・
検
討
・

計
画
な
ど
）
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
水
源
の
涵
養
（
森
林
の
整

備
な
ど
）、
地
下
水
管
理
の
推
進
（
地
下
水
位
の
観
測
な
ど
）、

河
川
水
の
活
用
、
雨
水
浸
透
施
設
、
水
資
源
の
再
利
用
、
雨

水
利
用
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
節
水
は
ダ
ム
に
代
わ
る
水
資
源
」

○
ム
ダ
な
水
は
使
わ
な
い

○
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

○
水
の
再
利
用
を
考
え
る

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ム
ダ
な
水
を
使

わ
な
い
こ
と
が
、
ダ
ム
を
ひ
と
つ
作
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　河川水のうち河川表流水は、主に農業用水とし
て利用されています。農業用水は各河川に設けら
れた取水堰から取水されており、郡川および鈴田
川の大規模河川にはそれぞれ約100か所設置され
ています。

①取水堰
せき

②ダムと貯水池

③ため池

　萱瀬ダムの水は、生活用水と郡川周辺の農業用
水に利用されます。萱瀬ダムからは、上水道とし
て１日15,000ｔを取水しています。そのほか、池
田貯水池、葛城貯水池からも取水しています。

　市内には各地に数多くのため池があります。古
くは江戸時代に築造されており、野岳湖を始め、
約130か所余りのため池が、地域の農業用水とし
て大きな役割を果たしています。

　

地
下
水
、
河
川
水
に
代
表
さ
れ
る
水

資
源
は
、
雨
と
し
て
供
給
さ
れ
海
に
向

か
う
途
中
、
水
循
環
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
生
物
の
命

を
育
み
、
生
活
や
産
業
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
球
上
の
限
り

あ
る
重
要
な
資
源
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

か
つ
て
、
大
村
は
多
良
山
系
の
豊
富

な
降
水
量
と
地
下
水
を
貯
め
や
す
い
地

層
に
よ
り
、
地
下
水
・
河
川
水
と
も
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
大
村
の
豊
か

な
水
は
、
市
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

水

　

左
図
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
部
分
は
郡
川
扇
状
地
と
い
わ
れ
、

郡
川
の
水
流
に
よ
り
山
地
か
ら
運
ば
れ
た
土
砂
が
堆
積
し
て

で
き
た
も
の
で
す
。
こ
こ
は
地
下
水
を
た
め
や
す
い
地
域
で
、

大
き
な
水
が
め
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　

山
間
地
域
で
降
っ
た
雨
は
蒸
発
す
る
分
、
河
川
を
流
れ
る

分
、
地
下
の
基
盤
岩
へ
浸
透
す
る
分
に
分
か
れ
ま
す
。
郡
川

を
流
れ
る
河
川
水
は
荒
瀬
橋
下
流
か
ら
地
下
へ
入
り
郡
川
扇

状
地
の
豊
か
な
地
下
水
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で

大
村
湾
へ
と
向
か
い
ま
す
。

お
お
む
ら
の事

情
年間総雨量（昭和 51年～平成 19年）

河川水の利用状況

　

水
資
源
を
用
途
別
に
区
分
す
る
と
、
生
活
用
水
、
工
業
用

水
、
農
業
用
水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

㎜
2,600

2,200

1,800

1,400

1,000

600

昭
和
51
年

　
　

53
年

　
　

55
年

　
　

57
年

　
　

59
年

　
　

61
年

　
　

63
年

　
　

4
年

　
　

6
年

平
成
2
年

　
　

8
年

　
　

12
年

　
　

14
年

　
　

10
年

　
　

16
年

　
　

18
年

　
　

19
年

郡川扇状地

荒瀬橋

昭
和
54
年
〜
平
成
12
年
ま
で
の
22
年
間
の
平
均
値

萱瀬ダム

大村湾

水循環概念図
郡川扇状地域 山間地域

多量の降水

少ない蒸発少量の降水

基盤岩

井戸

河川水が浸透かんがい涵養
かんよう

海への流出

河川を流下
　浸透

井戸

大村湾

基盤岩

井戸
海への流出

井戸

M I Z U

M I Z U

M I Z U

野 岳 湖

野岳水辺の広場

か
ん
よ
う

最
近
の
降
水
量
状
況

かつらぎ

1,834mm
平 年 値

■
水
資
源
対
策
室（
内
線
２
１
５
）

経
が
岳
の
湧
水

大村湾

基盤岩

井戸
海への流出

大村湾

基盤岩

井戸
海への流出

井戸（昨年の渇水時のようす）
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長
崎
空
港
出
張
所

で
の
降
雨
量
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
崎
空
港
で
測
定
し
た
市

内
の
年
間
平
年
降
水
量
は
１
‚
８
３
４
㎜
で
、
オ
レ
ン
ジ
色
で

示
し
て
い
ま
す
。
薄
茶
色
の
年
は
平
均
値
よ
り
少
な
か
っ
た

年
で
、
32
年
間
の
う
ち
20
年
は
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
少
雨
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
解
り
ま
す
。

　

近
年
の
少
雨
の
た
め
、
市
で
は
４
月
に
水
資
源
対
策
室
を

設
置
し
、
水
道
局
や
関
係
部
局
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
総
合
的
、

中
長
期
的
な
水
資
源
の
保
全
と
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
の
水
循
環
の
現
状
の
把
握
（
調
査
・
検
討
・

計
画
な
ど
）
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
水
源
の
涵
養
（
森
林
の
整

備
な
ど
）、
地
下
水
管
理
の
推
進
（
地
下
水
位
の
観
測
な
ど
）、

河
川
水
の
活
用
、
雨
水
浸
透
施
設
、
水
資
源
の
再
利
用
、
雨

水
利
用
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
節
水
は
ダ
ム
に
代
わ
る
水
資
源
」

○
ム
ダ
な
水
は
使
わ
な
い

○
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

○
水
の
再
利
用
を
考
え
る

「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
ム
ダ
な
水
を
使

わ
な
い
こ
と
が
、
ダ
ム
を
ひ
と
つ
作
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　河川水のうち河川表流水は、主に農業用水とし
て利用されています。農業用水は各河川に設けら
れた取水堰から取水されており、郡川および鈴田
川の大規模河川にはそれぞれ約100か所設置され
ています。

①取水堰
せき

②ダムと貯水池

③ため池

　萱瀬ダムの水は、生活用水と郡川周辺の農業用
水に利用されます。萱瀬ダムからは、上水道とし
て１日15,000ｔを取水しています。そのほか、池
田貯水池、葛城貯水池からも取水しています。

　市内には各地に数多くのため池があります。古
くは江戸時代に築造されており、野岳湖を始め、
約130か所余りのため池が、地域の農業用水とし
て大きな役割を果たしています。

　

地
下
水
、
河
川
水
に
代
表
さ
れ
る
水

資
源
は
、
雨
と
し
て
供
給
さ
れ
海
に
向

か
う
途
中
、
水
循
環
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
生
物
の
命

を
育
み
、
生
活
や
産
業
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
球
上
の
限
り

あ
る
重
要
な
資
源
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

か
つ
て
、
大
村
は
多
良
山
系
の
豊
富

な
降
水
量
と
地
下
水
を
貯
め
や
す
い
地

層
に
よ
り
、
地
下
水
・
河
川
水
と
も
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
大
村
の
豊
か

な
水
は
、
市
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

水

　

左
図
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
部
分
は
郡
川
扇
状
地
と
い
わ
れ
、

郡
川
の
水
流
に
よ
り
山
地
か
ら
運
ば
れ
た
土
砂
が
堆
積
し
て

で
き
た
も
の
で
す
。
こ
こ
は
地
下
水
を
た
め
や
す
い
地
域
で
、

大
き
な
水
が
め
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　

山
間
地
域
で
降
っ
た
雨
は
蒸
発
す
る
分
、
河
川
を
流
れ
る

分
、
地
下
の
基
盤
岩
へ
浸
透
す
る
分
に
分
か
れ
ま
す
。
郡
川

を
流
れ
る
河
川
水
は
荒
瀬
橋
下
流
か
ら
地
下
へ
入
り
郡
川
扇

状
地
の
豊
か
な
地
下
水
と
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で

大
村
湾
へ
と
向
か
い
ま
す
。

お
お
む
ら
の事

情
年間総雨量（昭和 51年～平成 19年）

河川水の利用状況

　

水
資
源
を
用
途
別
に
区
分
す
る
と
、
生
活
用
水
、
工
業
用

水
、
農
業
用
水
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

㎜
2,600

2,200

1,800

1,400

1,000

600

昭
和
51
年

　
　

53
年

　
　

55
年

　
　

57
年

　
　

59
年

　
　

61
年

　
　

63
年

　
　

4
年

　
　

6
年

平
成
2
年

　
　

8
年

　
　

12
年

　
　

14
年

　
　

10
年

　
　

16
年

　
　

18
年

　
　

19
年

郡川扇状地

荒瀬橋

昭
和
54
年
〜
平
成
12
年
ま
で
の
22
年
間
の
平
均
値

萱瀬ダム

大村湾

水循環概念図
郡川扇状地域 山間地域

多量の降水

少ない蒸発少量の降水

基盤岩

井戸

河川水が浸透かんがい涵養
かんよう

海への流出

河川を流下
　浸透

井戸

大村湾

基盤岩

井戸
海への流出

井戸

M I Z U

M I Z U

M I Z U

野 岳 湖

野岳水辺の広場

か
ん
よ
う

最
近
の
降
水
量
状
況

かつらぎ

1,834mm
平 年 値

■
水
資
源
対
策
室（
内
線
２
１
５
）

経
が
岳
の
湧
水

大村湾

基盤岩

井戸
海への流出

大村湾

基盤岩

井戸
海への流出

井戸（昨年の渇水時のようす）
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10
月
は
国
民
年
金

下
半
期
保
険
料
の

前
納
期
限
で
す

行 政市内の交通事故発生状況 8月末現在　※（　）内は前年同期比

▼人身事故 357件（－68）  ▼死者 3人（+2）

▼負傷者 461件（－94）  ▼物損事故 932件（－102）

■
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
　

☎
㉕
１
６
６
６
　

■
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

■
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
　

☎
㉕
１
６
６
６

■
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　

☎
０
９
５（
８
３
２
）６
２
５
４

募
集
期
間
　

10
月
１
日
（水）
〜
31
日
（金）

公
開
場
所
　

企
画
政
策
課
、市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
館
、市
コ
ミ
セ
ン
、各
住
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
２
）

◎
寄
付
条
例
制
定
に
関
す
る
基
本
方
針
（案）

《
対
象
と
な
る
人
》

　

・
年
金
天
引
き
で
保
険
料
を
納
付
す
る
本
人

　

・口
座
振
替
で
納
付
す
る
口
座
名
義
人

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、所
得
税
・
個
人
住
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（注）後期高齢者医療（長寿医療）保険料の納付は、
年金天引きが原則となっています。口座振替に
変更する場合は、広報おおむら9月号に掲載した
一定の要件が必要です。詳しくはお問い合わせ
ください。

　

年
金
加
入
歴
・
年
金
加
入
期
間
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。お
知
ら
せ
し
た
年
金
記
録
の
内
容
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、間
違
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、必
ず

「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」を
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
関
す
る
相
談
は
、左
記

の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
下
半
期（
１０
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
）

分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
１０
月
31
日
ま
で
に
ま
と

め
て
納
付
す
る
と
、割
引
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

４
月
に
お
送
り
し
て
い
る
納
付
案
内
書
に
前
納
分
の

納
付
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、口
座
振
替
の
ご
利
用
で
更
に
お
得
な
割
引

も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
人
を
対
象
に
、予
約
制
に

よ
る
年
金
相
談「
手
話
通
訳
者
を
介
し
た
年
金
相

談
」（
無
料
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
　

毎
月
第
２
土
曜
日
　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

申
込
方
法
　

希
望
す
る
相
談
日
の
前
の
週
の
金
曜

　
　
　

日
ま
で
に
、所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く

　
　
　

だ
さ
い
。

※
相
談
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て
い

た
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
の
一
部
を
民

間
事
業
者
へ
委
託
し
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
、委
託
を
受
け
た
民
間

業
者
よ
り
、文
書
、電
話
ま
た
は
戸
別
訪
問
な
ど

に
よ
り
お
知
ら
せ
や
、保
険
料
の
収
納
業
務
を
行

い
ま
す
。

委
託
事
業
者
名
　

ア
イ
・
シ
ー・ア
ー
ル

実
施
月
　

10
月

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の

一
部
を
民
間
委
託
し
ま
す

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

ね
んん

き

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
１
）

年金天引きの場合

夫（世帯主）の
保険料

妻の
保険料

夫の年金
から天引き

夫の社会保険料
控除対象

妻の年金
から天引き

妻の社会保険料
控除対象

口座振替の場合

夫（世帯主）の
保険料

妻の
保険料

夫の口座
から振替

夫の社会保険料
控除対象

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
皆
さ
ん
の
ご
意
見
）

を
募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療（
長
寿
医
療
）保
険
料

の
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
お
お
む
ら
応
援
寄
付 

第
1
号
が
届
け
ら
れ
ま
し
た

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

情
報
交
流
プ
ラ
ザ
利
用
登
録
者

が
1
万
人
を
突
破

保
健
環
境
功
労
者
を
表
彰

九
州
新
幹
線
西
九
州（
長
崎
）ル
ー
ト
の

測
量
作
業
が
は
じ
ま
り
ま
す

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
４
）

　

10
月
1
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

5
年
に
一
度
の
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
全

国
約
3
5
0
万
世
帯
が
対
象
と
な

る
、住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最
も
基

本
的
な
調
査
で
す
。

　

対
象
の
世
帯
に
は
、「
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
た
調
査
員
が
調
査
票
記

入
の
お
願
い
の
た
め
訪
問
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

調
査
内
容
を
統
計
の
作
成
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
14
年
7
月
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

大
村
内（
雄
ヶ
原
町
）に
開
設
し
た
情

報
交
流
プ
ラ
ザ
の
利
用
登
録
者
数
が

８
月
７
日
、1
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、市
民
の
皆
さ
ん
が
気
持

ち
良
く
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

8
月
中
旬
に「
ふ
る
さ
と
お
お
む
ら
応
援
寄
付（
大
村
市
ふ
る
さ
と
納
税
）」の
第
1

号
と
な
る
寄
付
を
、東
京
都
足
立
区
に
お
住
ま
い
の一
瀬
勝
郎
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
瀬
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、「
先
の
大
戦
の
沖
縄
特
攻
作
戦
で
散
華
さ
れ
た
友
人
と

の
大
村
駅
で
の
別
れ
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
、大
村
小
学
校
出
身
者
の
同
窓
会
で
ふ
る

さ
と
の
温
か
み
な
ど
に
接
し
て
、大
村
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
思
い
出
の
地
で
あ
り
、

心
の
糧
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
る
」な
ど
と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
回
の
寄
付
に
は
、「
大
好
き
大
村
、ふ
る
さ
と
大
村
が
ん
ば
れ
!
」と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、市
の
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
４
８
）

■
情
報
交
流
プ
ラ
ザ
☎
50
０
０
９
５

1万人目の登録者と
なった相良さん

桜寿会（桜馬場第２） 杭出津親和会
杭出津親和寿会 竹松本町第一町内会

井上　昇（大川田） 
本多美代子（本小路）
松尾信稔（杭出津３・４区）
山口　薫（大村地区）
立園俊一（西大村地区）
野澤武幸（西大村地区）

金﨑一郎（梶ノ尾団地）
前野キヌエ（古松）
山口隆男（柴田）
中村慶治（西大村地区）
川内　眸（西大村地区）

○個人の部（町内会名）　

○団体の部
　

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
美
化
・
違
反
広
告
物
除
却
推
進
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
皆
さ
ん
が
、保
健
環
境
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
環
境
保
全
課（
内
線
１
４
３
）

ひとみ

■
新
幹
線
推
進
室（
内
線
1
5
8
）

　

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト（
武
雄
温
泉
〜
諫
早
間
）の
大
村
市
内
の
新
幹
線

ル
ー
ト
沿
線
に
お
い
て
、測
量
作
業
が
10
月
か
ら
来
年
3
月
末
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。こ

の
測
量
作
業
は
、新
幹
線
の
中
心
杭
を
現
地
に
設
置
し
、周
辺
地
形
お
よ
び
標
高
を

調
べ
、今
後
の
構
造
物
設
計
・
用
地
測
量
の
基
本
と
な
る
作
業
で
す
。

　

測
量
は
、施
工
者
の
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
作

業
員
が
行
い
ま
す
が
、民
有
地
に
立
ち
入
る
と
き
は
事
前
に
地
権
者
か
ら
了
承
を
得

て
か
ら
行
い
ま
す
。

　

土
地
の
関
係
者
お
よ
び
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ん
が
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10
月
は
国
民
年
金

下
半
期
保
険
料
の

前
納
期
限
で
す

行 政市内の交通事故発生状況 8月末現在　※（　）内は前年同期比
▼人身事故 357件（－68）  ▼死者 3人（+2）

▼負傷者 461件（－94）  ▼物損事故 932件（－102）

■
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
　

☎
㉕
１
６
６
６
　

■
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

■
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
　

☎
㉕
１
６
６
６

■
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　

☎
０
９
５（
８
３
２
）６
２
５
４

募
集
期
間
　

10
月
１
日
（水）
〜
31
日
（金）

公
開
場
所
　

企
画
政
策
課
、市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

図
書
館
、市
コ
ミ
セ
ン
、各
住
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
２
）

◎
寄
付
条
例
制
定
に
関
す
る
基
本
方
針
（案）

《
対
象
と
な
る
人
》

　

・
年
金
天
引
き
で
保
険
料
を
納
付
す
る
本
人

　

・口
座
振
替
で
納
付
す
る
口
座
名
義
人

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、所
得
税
・
個
人
住
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（注）後期高齢者医療（長寿医療）保険料の納付は、
年金天引きが原則となっています。口座振替に
変更する場合は、広報おおむら9月号に掲載した
一定の要件が必要です。詳しくはお問い合わせ
ください。

　

年
金
加
入
歴
・
年
金
加
入
期
間
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。お
知
ら
せ
し
た
年
金
記
録
の
内
容
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、間
違
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、必
ず

「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」を
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
関
す
る
相
談
は
、左
記

の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
下
半
期（
１０
月
〜
翌
年
３
月
ま
で
）

分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
１０
月
31
日
ま
で
に
ま
と

め
て
納
付
す
る
と
、割
引
が
あ
り
大
変
お
得
で
す
。

４
月
に
お
送
り
し
て
い
る
納
付
案
内
書
に
前
納
分
の

納
付
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、口
座
振
替
の
ご
利
用
で
更
に
お
得
な
割
引

も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

聴
覚
に
障
害
が
あ
る
人
を
対
象
に
、予
約
制
に

よ
る
年
金
相
談「
手
話
通
訳
者
を
介
し
た
年
金
相

談
」（
無
料
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
　

毎
月
第
２
土
曜
日
　

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

申
込
方
法
　

希
望
す
る
相
談
日
の
前
の
週
の
金
曜

　
　
　

日
ま
で
に
、所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く

　
　
　

だ
さ
い
。

※
相
談
日
時
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て
い

た
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
の
一
部
を
民

間
事
業
者
へ
委
託
し
ま
す
。国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
、委
託
を
受
け
た
民
間

業
者
よ
り
、文
書
、電
話
ま
た
は
戸
別
訪
問
な
ど

に
よ
り
お
知
ら
せ
や
、保
険
料
の
収
納
業
務
を
行

い
ま
す
。

委
託
事
業
者
名
　

ア
イ
・
シ
ー・ア
ー
ル

実
施
月
　

10
月

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の

一
部
を
民
間
委
託
し
ま
す

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
の

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

ね
んん

き

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
１
）

年金天引きの場合

夫（世帯主）の
保険料

妻の
保険料

夫の年金
から天引き

夫の社会保険料
控除対象

妻の年金
から天引き

妻の社会保険料
控除対象

口座振替の場合

夫（世帯主）の
保険料

妻の
保険料

夫の口座
から振替

夫の社会保険料
控除対象

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
皆
さ
ん
の
ご
意
見
）

を
募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療（
長
寿
医
療
）保
険
料

の
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
お
お
む
ら
応
援
寄
付 

第
1
号
が
届
け
ら
れ
ま
し
た

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

情
報
交
流
プ
ラ
ザ
利
用
登
録
者

が
1
万
人
を
突
破

保
健
環
境
功
労
者
を
表
彰

九
州
新
幹
線
西
九
州（
長
崎
）ル
ー
ト
の

測
量
作
業
が
は
じ
ま
り
ま
す

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
２
４
）

　

10
月
1
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

5
年
に
一
度
の
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
調
査
は
全

国
約
3
5
0
万
世
帯
が
対
象
と
な

る
、住
宅
・
土
地
に
関
す
る
最
も
基

本
的
な
調
査
で
す
。

　

対
象
の
世
帯
に
は
、「
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
た
調
査
員
が
調
査
票
記

入
の
お
願
い
の
た
め
訪
問
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

調
査
内
容
を
統
計
の
作
成
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
14
年
7
月
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

大
村
内（
雄
ヶ
原
町
）に
開
設
し
た
情

報
交
流
プ
ラ
ザ
の
利
用
登
録
者
数
が

８
月
７
日
、1
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、市
民
の
皆
さ
ん
が
気
持

ち
良
く
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

8
月
中
旬
に「
ふ
る
さ
と
お
お
む
ら
応
援
寄
付（
大
村
市
ふ
る
さ
と
納
税
）」の
第
1

号
と
な
る
寄
付
を
、東
京
都
足
立
区
に
お
住
ま
い
の一
瀬
勝
郎
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
瀬
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、「
先
の
大
戦
の
沖
縄
特
攻
作
戦
で
散
華
さ
れ
た
友
人
と

の
大
村
駅
で
の
別
れ
が
印
象
に
残
っ
て
お
り
、大
村
小
学
校
出
身
者
の
同
窓
会
で
ふ
る

さ
と
の
温
か
み
な
ど
に
接
し
て
、大
村
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
思
い
出
の
地
で
あ
り
、

心
の
糧
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
る
」な
ど
と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
回
の
寄
付
に
は
、「
大
好
き
大
村
、ふ
る
さ
と
大
村
が
ん
ば
れ
!
」と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、市
の
ま
ち
づ
く
り
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
企
画
政
策
課（
内
線
２
４
８
）

■
情
報
交
流
プ
ラ
ザ
☎
50
０
０
９
５

1万人目の登録者と
なった相良さん

桜寿会（桜馬場第２） 杭出津親和会
杭出津親和寿会 竹松本町第一町内会

井上　昇（大川田） 
本多美代子（本小路）
松尾信稔（杭出津３・４区）
山口　薫（大村地区）
立園俊一（西大村地区）
野澤武幸（西大村地区）

金﨑一郎（梶ノ尾団地）
前野キヌエ（古松）
山口隆男（柴田）
中村慶治（西大村地区）
川内　眸（西大村地区）

○個人の部（町内会名）　

○団体の部
　

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
環
境
美
化
・
違
反
広
告
物
除
却
推
進
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
皆
さ
ん
が
、保
健
環
境
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
環
境
保
全
課（
内
線
１
４
３
）

ひとみ

■
新
幹
線
推
進
室（
内
線
1
5
8
）

　

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト（
武
雄
温
泉
〜
諫
早
間
）の
大
村
市
内
の
新
幹
線

ル
ー
ト
沿
線
に
お
い
て
、測
量
作
業
が
10
月
か
ら
来
年
3
月
末
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。こ

の
測
量
作
業
は
、新
幹
線
の
中
心
杭
を
現
地
に
設
置
し
、周
辺
地
形
お
よ
び
標
高
を

調
べ
、今
後
の
構
造
物
設
計
・
用
地
測
量
の
基
本
と
な
る
作
業
で
す
。

　

測
量
は
、施
工
者
の
鉄
道
・
運
輸
機
構
が
発
行
す
る
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
作

業
員
が
行
い
ま
す
が
、民
有
地
に
立
ち
入
る
と
き
は
事
前
に
地
権
者
か
ら
了
承
を
得

て
か
ら
行
い
ま
す
。

　

土
地
の
関
係
者
お
よ
び
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ん
が
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　乳がんに対する正しい情報や知識を知ってもら
おうと今年初めて開催されました。会場の市民会
館では、乳がんに関する講演会や乳がん検診に
使用されるマンモグラフィ撮影の体験など、さまざ
まなイベントが行われ、来場した約500人の皆さん
は乳がんに対する知識を深めていました。
※ピンクリボン…乳がんの早期発見・早期治療への
　思いを込めた世界共通のシンボルマーク

　中央公民館と大村市レクリエーション協会が共催
するチャレンジキャンプは16年目を迎え、今年は
14人の小中学生が厳しい自然の中で生きていく4泊
5日に挑戦しました。スタッフは何もしてあげない
で見守るだけ、生きていくうえで必要なこと全てに
チャレンジした５日間。子どもたちのチャレンジ精
神を尊重し失敗をすすめるこのキャンプですが、保
護者などが待つ市コミセンにゴールした子どもたち
の顔には自信が満ちあふれていました。

　旧長崎街道の松原宿にある旧松屋旅館で、松
原小学校の児童56人が参加して寺子屋塾が今年
も開校しました。これは、地域で子どもたちの
健全な育成などを図ろうと松原宿活性化協議会
が開いたものです。夏休み期間中の５日間、地
域の有志の人を先生に、郷土の歴史の学習や昔
のあそびなど普段学校では体験できないプログ
ラムばかりで、参加した子どもたちは、仲間づ
くりをしながら楽しく学習していました。

め
ざ
せ
!!
未
来
の
科
学
博
士  

▼
第
1
回
子
ど
も
科
学
館
ま
つ
り

乳
が
ん
か
ら
女
性
を
守
ろ
う  

▼
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
お
お
む
ら

子
ど
も
か
ら
失
敗
を
す
る
権
利
を
取
り
上
げ
な
い
で
!!

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
in
お
お
む
ら

　本町にある子ども科学館では、
第1回子ども科学館まつりが開催さ
れました。会場の子ども科学館や
市民会館には、県内の大学や高校、
企業などの協力で30か所以上の科
学実験や工作コーナーが設けられ、
会場に訪れた700人を超す子ども
たちや家族連れは、科学のおもし
ろさや不思議さを体感したり小物
作品を作ったりして楽しく過ごし
ていました。

7/19

8/23

 CAMERA  SPOT

カ
メ
ラ
大
村
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
い
ち
早

く
お
届
け
す
る
「
と
れ
た
て

カ
メ
ラ
す
ぽ
っ
と
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
バ
ナ
ー

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

8/24

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
む  

▼
第
４
回
松
原
宿
寺
子
屋
塾

8/9

13

～

8/18

22

～

炊
飯
は
毎
回
火
起
こ
し
か
ら
。
火
が
起

き
な
い
と
食
事
が
と
れ
な
い
こ
と
も
。

テ
ン
ト
は
重
く
て
持
て
な
い
の
で

毎
晩
寝
袋
で
野
宿
す
る（
金
泉
寺
）

経
が
岳
頂
上
〜
ど
の
顔
も
達
成
感
の
笑

み
が
こ
ぼ
れ
る

毎
日
山
道
を
歩
き
移
動
す
る
。
３
日
目

は
岩
場
を
登
り
経
が
岳
山
頂
を
目
指
す
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ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で「
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
」に
つ
な
が
り
ま
す
！

　

家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
を
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
焼
却
処
理
す
る
際
に
は
、二
酸
化
炭
素（
CO2
）

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。特

に
ポ
リ
袋
や
食
品
容
器
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
を
焼
却
す
る
と
き
に
は
、多
量
の
CO2
が
排

出
さ
れ
ま
す
。
　
　

　

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
努
め
る
と
と
も
に
、ご
み
の
発
生
に
つ
な

が
る
こ
と
を
控
え
る
取
り
組
み
も
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、ご
み
の
減
量
化
を
図
り
な
が
ら
、

温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し

て
、各
種
の
団
体
と
協
力
し
な
が
ら｢

マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
運
動｣

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
ス
ー
パ
ー・商
店
で
も
レ
ジ
袋
を
減

ら
す
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。買

い
物
の
際
に
は
、マ
イ
バッ
グ（
買
い
物
か
ご・袋
）

を
持
参
し
、レ
ジ
袋
削
減
に
よ
る
資
源
の
節

約
と
温
暖
化
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
に
で
き
る
取
り
組
み

①
も
の
の
再
使
用
や
ご
み
を
分
別
し
て

　

リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
！

　

も
の
を
大
事
に
使
って
再
使
用
に
努
め
、リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
物
は
、ご
み
と
し
て
出

さ
ず
に
し
っ
か
り
分
別
を
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル

を
し
ま
し
ょ
う
。

②
風
呂
の
残
り
湯
を
再
利
用
し
よ
う
！

　

洗
濯
や
庭
の
水
や
り
な
ど
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。残
り
湯
利
用
の
た
め
に
市
販
の
ポ
ン

プ
を
使
う
と
便
利
で
す
。

シリーズ
環　境

4

地
球
温
暖
化
問
題
④

・リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
し
て

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

 

減
ら
す
と
・・・

年
間
で
約
27
㎏
の
CO2
を
削
減

（
杉
の
木
約
２
本
分
の
年
間
吸
収
量
）

※
１
年
で
10
㎏
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　

を
減
ら
し
た
場
合

・
残
り
湯
を
洗
濯
に

 

使
い
ま
わ
す
と
・・・

年
間
で
約
７
㎏
の
CO2
を
削
減

（
杉
の
木
、約
0.5
本
分
の
年
間
吸
収
量
）

約
４
２
０
０
円
の
節
約

※
環
境
省「
身
近
な
地
球
温
暖
化
対
策
」よ
り

※
環
境
に
も
財
布
に
も
や
さ
し
い
取
り
組
み
を

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
　

環
境
保
全
課（
内
線
１
４
２
）

市
立
大
村

市
民
病
院

だ
よ
り

市立大村市民病院 ☎522126

常
勤
の
産
婦
人
科
医
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
す

　

大
村
市
民
病
院
に
は
こ
の
数
年
間
、常

勤
の
産
婦
人
科
医
師
が
不
在
で
し
た
が
、

４
月
か
ら
の
常
勤
医
師
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
松
口
で
す
。こ
れ
ま
で
常
勤
の
医
師
が

い
な
か
っ
た
た
め
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
を
含
め
、市
民
の
た
め
に
精
一杯
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

産
婦
人
科
領
域
の
検
査

　

産
婦
人
科
で
の
検
査
に
は
内
診（
触
診・

腔
鏡
診
）、外
診
、血
液
検
査
、尿
検
査
、超

音
波
検
査
、Ｘ
線
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
応
じ
て
検
査
を
行
っ
た

う
え
で
診
療
を
行
って
い
き
ま
す
。こ
れ
ら

の
検
査
の
中
で
も「
超
音
波
検
査
」は
妊

婦
さ
ん
が
お
な
か
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
姿

を
見
る
手
段
や
乳
が
ん
を
発
見
す
る
た
め

の
検
査
方
法
と
し
て
有
名
で
す
。

乳
が
ん
検
診

　

女
性
が
か
か
る
が
ん
の
中
で
乳
が
ん
の

罹
患
率
は
１
位
と
な
って
い
ま
す
。現
在
で

は
１
０
０
０
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、罹
患
率
は
高

く
て
も
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
４
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
だ
け
、早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
治
療・回
復
で
き
ま
す
。こ
の
乳

が
ん
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
乳
が
ん
検

診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

　

な
ぜ
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
検
査
を
受

け
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
？
エ
コ
ー
検
査
で
い

い
の
で
は
？
と
思
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
乳
が
ん
検
査
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が

必
要
か
と
言
う
と
、「
石
灰
化
」を
発
見

で
き
る
か
ら
で
す
。マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
、

細
か
い
石
灰
化
の
変
化
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
検
査
で
あ
り
、乳
が
ん
の
病
巣

に
石
灰
化
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
検
診
が
重
要
と

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。乳
が
ん
に
で
き
る

石
灰
化
は
非
常
に
細
か
い
も
の
が
多
い
た

め
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
以
外
の
方
法
で
は

発
見
す
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

乳
が
ん
の
治
療
方
法

　

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ら
、乳
が
ん
の

病
期
や
が
ん
の
状
態
に
よ
って
、乳
房
温
存

療
法・放
射
線
療
法・乳
房
切
除
術・化
学

療
法・ホ
ル
モ
ン
療
法
な
ど
い
く
つ
か
の
治

療
法
が
あ
り
ま
す
。医
師
と
患
者
さ
ん
が

相
談
の
う
え
、が
ん
が
再
発
し
な
い
よ
う

に
も
っ
と
も
良
い
治
療
法
を
選
ぶ
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

し
か
し
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、普

段
か
ら
の
健
康
管
理
と
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
、早
期
発
見・早
期
治
療
な
の
で
す
。

産婦人科

松口一道科長
かずみち

　乳がんに対する正しい情報や知識を知ってもら
おうと今年初めて開催されました。会場の市民会
館では、乳がんに関する講演会や乳がん検診に
使用されるマンモグラフィ撮影の体験など、さまざ
まなイベントが行われ、来場した約500人の皆さん
は乳がんに対する知識を深めていました。
※ピンクリボン…乳がんの早期発見・早期治療への
　思いを込めた世界共通のシンボルマーク

　中央公民館と大村市レクリエーション協会が共催
するチャレンジキャンプは16年目を迎え、今年は
14人の小中学生が厳しい自然の中で生きていく4泊
5日に挑戦しました。スタッフは何もしてあげない
で見守るだけ、生きていくうえで必要なこと全てに
チャレンジした５日間。子どもたちのチャレンジ精
神を尊重し失敗をすすめるこのキャンプですが、保
護者などが待つ市コミセンにゴールした子どもたち
の顔には自信が満ちあふれていました。

　旧長崎街道の松原宿にある旧松屋旅館で、松
原小学校の児童56人が参加して寺子屋塾が今年
も開校しました。これは、地域で子どもたちの
健全な育成などを図ろうと松原宿活性化協議会
が開いたものです。夏休み期間中の５日間、地
域の有志の人を先生に、郷土の歴史の学習や昔
のあそびなど普段学校では体験できないプログ
ラムばかりで、参加した子どもたちは、仲間づ
くりをしながら楽しく学習していました。

め
ざ
せ
!!
未
来
の
科
学
博
士  

▼
第
1
回
子
ど
も
科
学
館
ま
つ
り

乳
が
ん
か
ら
女
性
を
守
ろ
う  

▼
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ
in
お
お
む
ら

子
ど
も
か
ら
失
敗
を
す
る
権
利
を
取
り
上
げ
な
い
で
!!

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
in
お
お
む
ら

　本町にある子ども科学館では、
第1回子ども科学館まつりが開催さ
れました。会場の子ども科学館や
市民会館には、県内の大学や高校、
企業などの協力で30か所以上の科
学実験や工作コーナーが設けられ、
会場に訪れた700人を超す子ども
たちや家族連れは、科学のおもし
ろさや不思議さを体感したり小物
作品を作ったりして楽しく過ごし
ていました。

7/19

8/23

 CAMERA  SPOT

カ
メ
ラ
大
村
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
い
ち
早

く
お
届
け
す
る
「
と
れ
た
て

カ
メ
ラ
す
ぽ
っ
と
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
バ
ナ
ー

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

8/24

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
む  

▼
第
４
回
松
原
宿
寺
子
屋
塾

8/9

13

～

8/18

22

～

炊
飯
は
毎
回
火
起
こ
し
か
ら
。
火
が
起

き
な
い
と
食
事
が
と
れ
な
い
こ
と
も
。

テ
ン
ト
は
重
く
て
持
て
な
い
の
で

毎
晩
寝
袋
で
野
宿
す
る（
金
泉
寺
）

経
が
岳
頂
上
〜
ど
の
顔
も
達
成
感
の
笑

み
が
こ
ぼ
れ
る

毎
日
山
道
を
歩
き
移
動
す
る
。
３
日
目

は
岩
場
を
登
り
経
が
岳
山
頂
を
目
指
す
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10.特別職の報酬などの状況

400,000円419,000円493,000円677,700円837,000円

区分 市　長 副市長 議　長 副議長 議　員

給料または
報酬

（平成19年度の支給割合） 6月期  1.6月分　12月期  1.75月分　計3.35月分期末手当

516人 21億7,711万円 3億3,279万円 9億2,785万円 34億3,775万円 666万円

4.職員給与費（普通会計決算）

区　分 1人あたり
給与費（B/A）職員数（A）

給　　与　　費
給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

平成19年度

167,034円 180,226円

6.初任給

区　分
一般行政職

初 任 給 採用2年後の給料額

大 学 卒

135,897円 145,306円高 校 卒

45歳5か月

5.平均給料月額および平均年齢

平 均 年 齢平均給料月額

354,200円

一般行政職

7.経験年数別・学歴別平均給料月額

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

272,085円 34歳1か月大学卒

高校卒

（平成19年度支給割合）

6月期
12月期
計

※職務上の段階、職務の級などによる
加算措置あり（5％、10％または15％）

勤勉手当期末手当
1.4月分
1.6月分
3.0月分

0.725月分
0.775月分
1.5月分

9.職員手当の状況
期末・勤勉手当 退 職 手 当

（平成20年度支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合による
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

勧奨・定年による

　　 休 職　4件
いずれも心身の故障による

戒 告　1件
減 給　2件

区分 内　　　容 平成18年度の状況

分　限

懲　戒

11．職員の分限および懲戒処分の状況

16.2%52億5,821万円324億1,634万円91,088人※

　人件費には、特別職の報酬や共済
組合の事業主負担金なども含みます。

3.人件費（普通会計決算）
住民基本台帳
人口

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（B/A）

17.8%

前年度
人件費率区　分

平成19年度

※平成20年3月31日現在

計

377人

8.一般行政職の級別職員数
区　分 1級

主　査 課　長係　長
主　査

部　長一般職員 一般職員

6人

2級

25人

3級

48人

4級

230人

5級

50人

6級

18人職員数

標準的な
職務内容

100％1.6％ 6.6％ 12.7％ 61.0％ 13.3％ 4.8％

100％2.7％ 6.3％ 14.2％ 59.0％ 13.4％ 4.4％

構成比

1年前の
構 成 比

13．勤務条件に関する措置の要求の状況
平成19年度　該当なし

2.定員適正化計画の数値目標
①定員適正化目標

②定員適正化手法の概要

区　分 内　　　容実施主体

共済制度

公務災害補償

12．職員の福祉の状況

長崎県市町村職員共済組合
公立学校共済組合長崎県支部

地方公務員災害補償基金

　短期給付、長期給付などに関する事業を行っています。民間事業者に
例えると、社会保険、厚生年金などに相当します。

　公務員が公務上受けた労働災害を公務災害といい、地方公務員災害
補償法に基づく補償を受けます。

1．職員数の状況（各年4月1日現在）

主な増減理由対前年増減数
区　　分 職　員　数
部　　門 平成20年 平成19年

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

小　　計

教　　育

小　　計

小　　計

合　　　計

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他

8
140
37
82
60
0
36
16
54

433

76

76

133

642

3
32
32
66

水資源対策室などの設置
収納担当職員の増員

調理業務の民間委託

市立病院への指定管理者制度導入

水質検査業務の民間委託
競艇事業担当職員などの増員

一般行政

特別行政

公営企業等会計

8
137
36
82
61
0
36
17
54

431

85

85

383

899

261
30
33
59

焼却炉夜間運転管理業務の民間委託

0
3
1

0
0

0

2

△9

△9

△250

△257

△258

△1
7

0
△1

△1

2 水道事業担当職員の増員

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

218,978円 29歳11か月

325,668円 38歳7か月

275,096円 35歳

358,560円 43歳6か月

323,808円 38歳7か月

※役職に応じた調整額の加算あり

14．不利益処分に関する不服申立ての状況（処理状況）
平成19年度　該当なし

　懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、職務上の義務に違反し、または職務
を怠った場合、全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合、免職、停職、減給、戒告
となるものです。

　分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合
や長期の休養を要する場合など、公務能率を維持するために問題が生じた際、任命権者の権
限で降任、免職、休職、降給させることができるものです。

　市職員の給与をはじめ、人事行政の運営などの概要についてお知らせします。
　詳しくは、市のホームページ（http://www.city.omura.nagasaki.jp/）・市役所情報コーナーで
ご覧いただけます。 ■問い合わせ　人事課（内線271）

　

職
員
数
は
、一
般
職
に
属
す
る
職
員
数
で
す
。地
方
公
務
員
の
身
分
を
有
す
る

休
職
者
、派
遣
職
員
な
ど
を
含
み
、臨
時
ま
た
は
非
常
勤
職
員
は
含
み
ま
せ
ん
。

　職員手当には、退職手当は含まれ
ていません。
職員数は、平成19年4月1日現在の人数です。

　一般行政職とは、一般事務職、建
築や土木などの技術職などをいいます。

　市長・副市長の給料については、平
成15年4月から10％減額しており、減額
後の額を記載しています。

　期末・勤勉手当は、一般にボーナスといわれている
もので、給料（期末手当は給料に扶養手当を加えた
額）に左表の支給率を乗じた額が支給されます。

【退職手当の調整額】
　平成18年4月の給与構造改革により、給料月額の引下げ
を行ったことに伴い、役職に応じた調整額（月額16,700円～
33,350円（4段階）の60月分）を加算

　平成17年度を起点として、平成21年度までの集中的な改革（集中改革プラン2005）を策定し、平成22年4月1日までに
職員数を885人にすることを目標としていましたが、上記のとおり平成20年4月からの市立病院への指定管理者制度導
入等により、平成20年4月1日現在の職員数は642人となっています。

　市が直営で行う業務の民間委託や事務事業の見直し、組織の再編・統合などの見直しによる行政組織のスリム化に
より、人員削減を図ります。

※平成19年7月から職務の級に応じて3
～5%の給与減額を行っており、5～7につ
いては、減額後の額を記載しています。
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10.特別職の報酬などの状況

400,000円419,000円493,000円677,700円837,000円

区分 市　長 副市長 議　長 副議長 議　員

給料または
報酬

（平成19年度の支給割合） 6月期  1.6月分　12月期  1.75月分　計3.35月分期末手当

516人 21億7,711万円 3億3,279万円 9億2,785万円 34億3,775万円 666万円

4.職員給与費（普通会計決算）

区　分 1人あたり
給与費（B/A）職員数（A）

給　　与　　費
給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

平成19年度

167,034円 180,226円

6.初任給

区　分
一般行政職

初 任 給 採用2年後の給料額

大 学 卒

135,897円 145,306円高 校 卒

45歳5か月

5.平均給料月額および平均年齢

平 均 年 齢平均給料月額

354,200円

一般行政職

7.経験年数別・学歴別平均給料月額

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

272,085円 34歳1か月大学卒

高校卒

（平成19年度支給割合）

6月期
12月期
計

※職務上の段階、職務の級などによる
加算措置あり（5％、10％または15％）

勤勉手当期末手当
1.4月分
1.6月分
3.0月分

0.725月分
0.775月分
1.5月分

9.職員手当の状況
期末・勤勉手当 退 職 手 当

（平成20年度支給率）

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

自己都合による
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

勧奨・定年による

　　 休 職　4件
いずれも心身の故障による

戒 告　1件
減 給　2件

区分 内　　　容 平成18年度の状況

分　限

懲　戒

11．職員の分限および懲戒処分の状況

16.2%52億5,821万円324億1,634万円91,088人※

　人件費には、特別職の報酬や共済
組合の事業主負担金なども含みます。

3.人件費（普通会計決算）
住民基本台帳
人口

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（B/A）

17.8%

前年度
人件費率区　分

平成19年度

※平成20年3月31日現在

計

377人

8.一般行政職の級別職員数
区　分 1級

主　査 課　長係　長
主　査

部　長一般職員 一般職員

6人

2級

25人

3級

48人

4級

230人

5級

50人

6級

18人職員数

標準的な
職務内容

100％1.6％ 6.6％ 12.7％ 61.0％ 13.3％ 4.8％

100％2.7％ 6.3％ 14.2％ 59.0％ 13.4％ 4.4％

構成比

1年前の
構 成 比

13．勤務条件に関する措置の要求の状況
平成19年度　該当なし

2.定員適正化計画の数値目標
①定員適正化目標

②定員適正化手法の概要

区　分 内　　　容実施主体

共済制度

公務災害補償

12．職員の福祉の状況

長崎県市町村職員共済組合
公立学校共済組合長崎県支部

地方公務員災害補償基金

　短期給付、長期給付などに関する事業を行っています。民間事業者に
例えると、社会保険、厚生年金などに相当します。

　公務員が公務上受けた労働災害を公務災害といい、地方公務員災害
補償法に基づく補償を受けます。

1．職員数の状況（各年4月1日現在）

主な増減理由対前年増減数
区　　分 職　員　数
部　　門 平成20年 平成19年

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

小　　計

教　　育

小　　計

小　　計

合　　　計

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他

8
140
37
82
60
0
36
16
54

433

76

76

133

642

3
32
32
66

水資源対策室などの設置
収納担当職員の増員

調理業務の民間委託

市立病院への指定管理者制度導入

水質検査業務の民間委託
競艇事業担当職員などの増員

一般行政

特別行政

公営企業等会計

8
137
36
82
61
0
36
17
54

431

85

85

383

899

261
30
33
59

焼却炉夜間運転管理業務の民間委託

0
3
1

0
0

0

2

△9

△9

△250

△257

△258

△1
7

0
△1

△1

2 水道事業担当職員の増員

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

218,978円 29歳11か月

325,668円 38歳7か月

275,096円 35歳

358,560円 43歳6か月

323,808円 38歳7か月

※役職に応じた調整額の加算あり

14．不利益処分に関する不服申立ての状況（処理状況）
平成19年度　該当なし

　懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、職務上の義務に違反し、または職務
を怠った場合、全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合、免職、停職、減給、戒告
となるものです。

　分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合
や長期の休養を要する場合など、公務能率を維持するために問題が生じた際、任命権者の権
限で降任、免職、休職、降給させることができるものです。

　市職員の給与をはじめ、人事行政の運営などの概要についてお知らせします。
　詳しくは、市のホームページ（http://www.city.omura.nagasaki.jp/）・市役所情報コーナーで
ご覧いただけます。 ■問い合わせ　人事課（内線271）

　

職
員
数
は
、一
般
職
に
属
す
る
職
員
数
で
す
。地
方
公
務
員
の
身
分
を
有
す
る

休
職
者
、派
遣
職
員
な
ど
を
含
み
、臨
時
ま
た
は
非
常
勤
職
員
は
含
み
ま
せ
ん
。

　職員手当には、退職手当は含まれ
ていません。
職員数は、平成19年4月1日現在の人数です。

　一般行政職とは、一般事務職、建
築や土木などの技術職などをいいます。

　市長・副市長の給料については、平
成15年4月から10％減額しており、減額
後の額を記載しています。

　期末・勤勉手当は、一般にボーナスといわれている
もので、給料（期末手当は給料に扶養手当を加えた
額）に左表の支給率を乗じた額が支給されます。

【退職手当の調整額】
　平成18年4月の給与構造改革により、給料月額の引下げ
を行ったことに伴い、役職に応じた調整額（月額16,700円～
33,350円（4段階）の60月分）を加算

　平成17年度を起点として、平成21年度までの集中的な改革（集中改革プラン2005）を策定し、平成22年4月1日までに
職員数を885人にすることを目標としていましたが、上記のとおり平成20年4月からの市立病院への指定管理者制度導
入等により、平成20年4月1日現在の職員数は642人となっています。

　市が直営で行う業務の民間委託や事務事業の見直し、組織の再編・統合などの見直しによる行政組織のスリム化に
より、人員削減を図ります。

※平成19年7月から職務の級に応じて3
～5%の給与減額を行っており、5～7につ
いては、減額後の額を記載しています。
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◆対　象	 昭和56年5月31日以前に着工さ
れた戸建て木造住宅を市内に
所有し、そこに住んでいる人

◆助成内容　
　耐震診断　耐震診断士を派遣し、診断費　
　　　　　　45,000円のうち30,000円を助成
　耐震改修　改修工事費の２分の１（限度額
　　　　　　60万円）を助成します。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
支
援
給
付
金
を

　

支
給
し
ま
す

対
象　

４
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
で
、
重
度
の
障
害
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
、２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
）

を
持
つ
家
族
を
４
月
１
日
以
降
、
６
か
月
以
上

介
護
を
し
て
い
る
人

※
介
護
を
受
け
る
人
が
次
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

①
90
日
以
上
入
院
し
て
い
る
か
、
入
院
し
た
と
き

②
施
設
に
90
日
以
上
入
所
・
通
所
し
て
い
る
か
、

入
所
・
通
所
し
た
と
き

③
障
害
者
自
立
支
援
法
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
か
、
受
け
た
と
き
（
た
だ
し
、

１
週
間
以
内
の
短
期
入
所
は
除
く
）

給
付
金
額　

２
０
，
０
０
０
円

支
給
月　

12
月

申
請
期
間　

10
月
１
日
（水）
〜
31
日
（金）

受
付
場
所　

高
齢
者
・
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
生

き
が
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
西
三
城
町
）

持
参
品　

預
金
通
帳
（
郵
便
局
の
通
帳
を
除

く
）、
障
害
者
手
帳
、
印
か
ん

■
障
害
福
祉
課　

☎
⑳
７
３
０
６

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

○
も
し
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
…

　

国
保
加
入
者
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合

は
、
一
時
的
に
国
保
を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
あ
と
で
国
保
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市役所代表
　☎� 4111
三浦住民センター
　☎� 6475
鈴田住民センター
　☎� 2023
西大村住民センター
　☎� 3725
竹松住民センター
　☎� 8314
萱瀬住民センター
　☎� 7001
福重住民センター
　☎� 8614
松原住民センター
　☎� 8501
水道局代表
　☎� 1111
市民病院代表
　☎� 2161
高齢者・障害者センター
　☎⑳ 7301
男女共同参画推進センター
　☎� 8715
清掃センター
　☎� 3100

情
報
ひ
ろ
ば

電話番号

か
ら
加
害
者
に
医
療
費
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

利
用
す
る
に
は
、
国
保
け
ん
こ
う
課
へ
「
第
三

者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
警
察
に
届
け
、「
事

故
証
明
書
」
を
も
ら
い
、
国
保
け
ん
こ
う
課
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
け
出
前
に
示
談
に
す
る
と
、
国
保
が

使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
示
談
前

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
国
保
け
ん
こ
う
課（
内
線
１
１
１
）

　

差
し
押
さ
え
不
動
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

公
売
し
ま
す

　

市
で
は
、ヤ
フ
ー
提
供
の
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
物
件
は
不
動

産（
宅
地
）
で
す
。

申
込
期
間　

10
月
２
日
（木）
、
午
後
１
時
～
16
日
（木）
、

午
後
５
時

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
期
間　

10
月
22
日
（水）
、
午
後
１
時

～
29
日
（水）
、
午
後
１
時

方
法　

入
札

■
収
納
課（
内
線
１
２
８
）

　

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

　
所
在
地
・
地
目
・
面
積

①
上
諏
訪
町
１
３
９
５
番
39
、
雑
種
地
、
１
２
０
・

30
㎡
（
約
36
坪
）

②
松
原
２
丁
目
１
６
４
番
４
、
宅
地
、
２
２
２
・

65
㎡
（
約
67
坪
）

受
付
期
間　

10
月
１
日
（水）
〜
31
日
（金）

お
知
ら
せ

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
昼
休
み
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

売
却
方
法　

一
般
競
争
入
札

入
札
日　

11
月
20
日
（木）
、
①
午
前
10
時
②
午
前
11
時

受
付
・
申
込
書
配
布
場
所　

用
地
管
財
課

※
提
出
書
類
や
要
領
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
用
地
管
財
課
（
内
線
２
３
７
）

　

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

　

で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
内

は
５
，
０
０
０
㎡
、
都
市
計
画
区
域
外
は
１
０
，

０
０
０
㎡
を
超
え
る
土
地
取
引
で
権
利
を
取
得
し

た
人
は
、
契
約
し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
を
し
な
い
と
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
企
画
政
策
課
（
内
線
２
２
９
）

　

墓
地
の
新
設
、
拡
張
は
許
可
が
必
要
で
す

　

墓
地
の
新
設
お
よ
び
拡
張
は
、
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
墓
地
の
開
設
な
ど
の
申
請
は
次
の
団
体

で
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
宗
教
法
人
②
公
益
法
人
③
社
会
福
祉
法
人
④
適

格
性
が
認
め
ら
れ
る
法
人
⑤
地
縁
団
体

　

そ
の
他
に
も
、
設
置
場
所
・
基
準
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
環
境
保
全
課
（
内
線
１
４
４
）

　

県
央
保
健
所　

☎
�
３
３
０
５

（安全・安心住まいづくり支援事業）

木造住宅の耐震診断費・耐震改修工
事費を助成します

※実施要綱・申込書などは市ホームペー
　ジからもダウンロードできます。
　詳しくはお問い合わせください。

■建築住宅課（内線440）

　地震による戸建て木
造住宅の倒壊などによ
る被害を軽減するため、
耐震診断費と耐震改修
工事費の一部を助成し
ます。



価
格　

１
枚
３
０
０
円　

抽
選
日　

10
月
22
日
（水）

■
県
財
政
課　

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
１
７
１

　

第
44
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
チ
ー
ム
決
定

◎
中
央
大
会　

10
月
12
日
（日）

■
地
域
げ
ん
き
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室（
内
線
１
８
７
）

●
10
月
11
日

（土）
〜
20
日

（月）
は
全
国
地
域
安
全

　

運
動
期
間
で
す

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
」

運
動
重
点　

［
全
国
］
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

振
り
込
め
詐
欺
の
防
止　

［
地
域
］
自
転
車
盗
の
被
害
防
止

●
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
で
安
全
運
転
を

○
日
没
１
時
間
前
に
は
前
照
明
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
雨
天
・
曇
天
時
は
、
昼
間
で
も
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

▽
早
め
点
灯
時
間
の
目
安

　

10
月
…
午
後
５
時
ご
ろ

　

11
月
…
午
後
４
時
30
分
ご
ろ

●
市
民
交
通
傷
害
保
険
加
入
受
付
中

　

10
月
加
入　

１
口
３
０
０
円　

※
１
人
２
口
ま
で

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
県
内
で
購
入

　

し
ま
し
ょ
う
！

　

県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
道
路
や

学
校
、
公
園
の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
！

発
売
期
限　

10
月
17
日
（金）
ま
で
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すべて無料で行っています。
お気軽にご相談ください。

24日（金）

28日（火）

1日（水）

2日（木）

8日（水）

14日（火）

9日（木）

15日（水）

21日（火）

事前予約制
法 律 相 談

事前予約制
法 律 相 談

10：00～15：00

10：00～15：00

10：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

9：30～正午

人 権 相 談

行 政 書 士 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

交 通 事 故 相 談

不 動 産 相 談

13：00～16：00
契 約 ・ 遺 言 相 談

■申し込み・問い合わせ
　　地域げんき課 市民110番
　　 ☎53 4111（内線193）

※法律相談（10：00～15：00）は事前に
ご予約ください。
　（電話でも受け付けます）
※そのほかの相談の受け付けは、相
談時間に直接お越しください。ただ
し、終了間際にお越しになると相
談に応じられない場合があります
ので、早めにお越しください。
※法律・行政書士・不動産・人権相談は、
相談員が交代制となっています。
　（詳しくは、お問い合わせください）

１０月の定例相談日

１０月の健康テレホン

☎095（826）5511（長崎）
☎0956（23）4300（佐世保）

（月） 甲状腺機能亢進症（バセドウ病）
（火） 甲状腺の外科的治療

（土）（日） 妊娠と痔
（金） 歯の着色について
（木） お年寄りの皮膚のかゆみ
（水） 百日咳

こうしんしょう

じ

ひゃくにちぜき

バレーボール ソフトボール

三　浦 今　村・溝　陸 今　村・さつき台

鈴　田 陰平下・小川内 小川内・陰平下

大　村 木　場 木場団地・東 浦

西大村 桜馬場第 1・協和町 古賀島西・松並2丁目A

竹　松 黒丸・富の原 2 丁目 大川田・竹松本町第 1

萱　瀬 荒　瀬・黒　木 宮　代・荒　瀬

福　重 沖　田・皆　同 寿　古・皆　同

松　原 ー 梶ノ尾・浦 2 区

●10月1日（水）〜7日（火）は公証週間
　公証制度とは、遺言や金銭の貸借、不動産の売買、賃
貸借など重要な契約について、公証人が公文書で公正
証書を作成し、トラブルを未然に防止する公的制度で
す。※偶数月の第2火曜日に「契約・遺言相談」を無料
で行っています。
●10月20日（月）〜26日（日）は行政相談週間
　巡回相談（午前9時〜正午、無料）
　10月20日（月）中地区公民館（伊地知委員）
　　　21日（火）三浦住民センター（西畑委員）
　　　22日（水）鈴田住民センター（森委員）
※毎月第2木曜日に「行政相談」を無料で行っています。

■地域げんき課 市民110番（内線193）

安
全
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
（
内
線
２
１
４
）

　
「
体
育
の
日
」
は
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す

　

10
月
13
日
（月）
は
「
体
育
の
日
」
で
休
日
で
す
が
、
燃

や
せ
る
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
収
集
日
が
月
曜

日
の
地
区
は
、
当
日
の
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。　

■
清
掃
課　

☎
� 

３
１
０
０　



　

琴
平
ス
カ
イ
パ
ー
ク
秋こ
す
も
す桜
ま
つ
り

と
き　

10
月
25
日
（土）
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
の
場
合
、
26
日
（日）
に
順
延

内
容　

シ
シ
鍋
、
パ
ン
、
農
産
物
の
販
売
、
焼
い
も

の
無
料
試
食
（
１
０
０
食
限
定
）

■
岩
藤
清
掃
（
琴
平
岳
展
望
所
指
定
管
理
者
）

☎
�
８
２
１
３

　

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

と
き　

10
月
４
日
（土）
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
地
区
公
民
館

テ
ー
マ　

秋　

持
参
品　

は
さ
み
、
ボ
ン
ド

■
中
地
区
公
民
館　

☎
�
１
３
７
６
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不
整
脈
を
患
い
、２
度
の
心
臓
手
術
を

経
て
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
戦
し
、70
代
で
２
度

目
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
し
た
著
者
の

冒
険
の
記
録
。

　

〝
１０
代
の
若
者
た
ち
に
読
書
の
世
界
で
自

由
に
は
ば
た
い
て
ほ
し
い
！
〞と
の
思
い
を
込

め
て
、５
人
の
執
筆
者
が
選
ん
だ
１
０
２
冊
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

「
10
代
を
よ
り
よ
く
生
き
る

                         

読
書
案
内
」

こ
や
ま
峰
子
編
著
　

東
京
書
籍

「
冒
険
家

       

75
歳
エ
ベ
レ
ス
ト
挑
戦
記
」

三
浦
雄
一
郎
著
　

実
業
之
日
本
社

ホームページ http://www.lib.omura.nagasaki.jp

■問い合わせ　市立図書館
    ☎522457 5522514

催　
　

し

●
事
業
主
の
皆
さ
ん

　

労
働
保
険
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
？

　

ー
10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
ー

　

労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
主
は
、
法
律
に
よ
り
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

早
急
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

労
災
保
険　

労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
ま
た
は
通
勤

に
よ
っ
て
被
災
し
た
際
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
給
付

を
行
い
ま
す
。

雇
用
保
険　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
や
職
業
に
関

す
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合
、
お
よ
び
高
齢
者
や

女
性
の
職
業
生
活
の
円
滑
な
継
続
を
援
助
す
る
た
め

の
給
付
を
行
い
ま
す
。
ま
た
事
業
主
に
対
す
る
雇
用

促
進
の
た
め
の
各
種
助
成
金
制
度
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

●
外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　　

す
べ
て
の
事
業
主
は
、
外
国
人
（
特
別
永
住
者
を
除

く
）
の
雇
い
入
れ
と
離
職
の
際
に
、
そ
の
都
度
、
当
該

外
国
人
の
氏
名
、
在
留
資
格
な
ど
を
確
認
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

届
出
を
怠
る
と
30
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
お
お
む
ら
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
☎
�
８
６
０
９

す
。
新
規
雇
用
だ
け
で
な
く
届
出
制
度
改
正（
平
成
19

年
９
月
30
日
）
前
か
ら
継
続
雇
用
し
て
い
る
外
国
人

に
つ
い
て
も
同
様
に
届
出
が
必
要
で
す
。

●
地
域
雇
用
開
発
助
成
金
を
ご
活
用
く
だ

　

さ
い

雇
用
開
発
奨
励
金

　

事
業
所
の
設
置
、
整
備
（
３
０
０
万
円
以
上
）
に
伴

い
、
３
人
以
上
の
地
域
求
職
者
を
雇
用
し
た
場
合
、
雇

用
人
数
に
応
じ
て
30
万
円
〜
１
，
２
５
０
万
円
の
範

囲
内
で
一
定
額
を
３
年
間
支
給
し
ま
す
。

※
創
業
の
場
合
は
２
人
以
上

※
重
点
分
野
に
該
当
す
る
場
合
は
５
年
間

中
核
人
材
活
用
奨
励
金

　

雇
用
創
出
に
結
び
つ
く
新
事
業
展
開
、
経
営
の
高

度
化
、
拡
大
な
ど
に
資
す
る
中
核
人
材
労
働
者
の
受

け
入
れ
に
対
し
、
５
人
を
上
限
と
し
て
１
人
に
つ
き

１
０
０
万
円
（
中
小
企
業
で
は
１
４
０
万
円
）
を
支
給

し
ま
す
。

※
中
核
人
材
労
働
者
の
２
倍
以
上
の
地
域
求
職
者
を

雇
用
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

※
中
核
人
材
労
働
者
…
熟
練
技
能
者（
７
年
以
上
の
従

事
者
な
ど
）、
製
品
・
技
術
開
発
者
（
７
年
以
上
の
従

事
者
な
ど
）、　

年
収
４
０
０
万
円
以
上
の
課
長
相
当

職
以
上
の
者
な
ど
。

※
重
点
分
野
に
該
当
す
る
場
合
は
１
人
に
つ
き

１
５
０
万
円
支
給　
（
中
小
企
業
で
は
２
１
０
万
円
）

重
点
分
野

○
観
光
分
野（
農
業
、
各
種
商
品
小
売
業
）

○
製
造
分
野
（
食
料
品
製
造
業
、
一
般
機
械
器
具
製
造

業
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
、
輸
送
用
機
械
器

具
製
造
業
）

○
情
報
通
信
分
野（
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
）

※
条
件
、
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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親
子
映
画
会

と
き　

10
月
11
日
（土）
、
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

西
大
村
地
区
コ
ミ
セ
ン

上
映
ア
ニ
メ　
　

○
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
冒
険　

○
お
じ
ゃ
る
丸

○
ニ
ャ
ニ
ガ
ニ
ャ
ン
ダ
ー
か
め
ん
の
誘
拐
防
止

　

〜
ミ
ー
コ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
!!

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

☎
�
３
１
６
１

　

10
月
の
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

１
日
〜
５
日　

藍あ
い
ぞ
め染
展
（
松
尾
静
子
）

　

６
日
〜
10
日　

編
み
物
（
指
山
智
恵
子
）

　
　
　
　
　
　
　

竹
工
芸
（
一
山 

進
）

　
　
　
　
　
　
　

写
真
（
Ｊ
Ｍ
・
ギ
ャ
ロ
ッ
ト
）

　

11
日
〜
15
日　

世
界
で
ひ
と
つ
の
手
作
り
作
品　

　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
県
教
職
員
退
職
互
助
組
合
）

　

16
日
〜
22
日　

ク
ラ
フ
ト
・
ソ
フ
ト
・
粘
土

　
　
　
　
　
　
　
（
富
山
順
子
教
室
）

　

23
日
〜
27
日　

染
色
・
陶
芸

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
永
隆
治
・
由
紀
子
夫
婦
展
）

　

28
日
〜
31
日　

オ
モ
ト
展
（
万
年
青
愛
好
会
）

■
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

☎
�
１
２
１
６

2008
下半期 主なイベント情報
2008～2009 ＷＪＢＬ大村大会
●10月12日（日）　●シーハットおおむら 
●大村市バスケットボール協会☎521212（野澤）

市民体力測定会
●10月17日（金）　●シーハットおおむら 
●地域げんき課スポーツ振興室（内線188）

牧場まつり
●11月9日（日）　●高良谷牧場
●農業水産課（内線253）

おおむら秋まつり
●11月24日（月・振休）　●さくらホール駐車場
●おおむら秋まつり振興会☎534222

ロザ・モタ杯おおむらロードレース大会
●12月14日（日）　●海上自衛隊周辺
●地域げんき課スポーツ振興室（内線188）

おおむら駅伝競走大会
●2月11日（水・祝）　●野岳湖公園周辺道路 
●地域げんき課スポーツ振興室（内線188）

消防出初式
●1月8日（木）　●市民会館ほか 
●安全対策課（内線217）

長崎街道大村藩宿場まつり
●2月11日（水・祝）　●市民会館駐車場 
●大村藩宿場まつり実行委員会☎541061（大村市物産振興協会）

生涯スポーツフェスタ
●2月17日（火）　●シーハットおおむらほか 
●地域げんき課スポーツ振興室（内線188）

シーハットおおむら開館10周年
宝くじコンサート「宝塚ＯGレビュー公演」
●3月12日（木）　●市民会館
●シーハットおおむら ☎⑳7200

シーハットおおむら開館10周年
「天正遣欧使節ミュージカル“光る海”」
●3月1日（日）昼夜2回公演　●さくらホール
●シーハットおおむら ☎⑳7200

天正少年夢まつり
●3月20日（金・祝）～29日（日）　●天正夢広場ほか
●天正少年夢まつり推進市民会議（観光振興課内：内線241）

長崎街道大村宿ひなまつり
●3月上旬～下旬　●中央商店街アーケード
●長崎街道大村宿ひなまつり実行委員会☎532175（安永）

シーハットおおむら開館10周年
宝くじスポーツフェア「はつらつママさんバレーボール」
●12月6日（土）・7日（日）　●シーハットおおむら 
●シーハットおおむら ☎⑳7200

シーハットおおむら開館10周年
ＯＭＵＲＡ室内合奏団 第7回定期演奏会
●12月21日（日）　●さくらホール 
●シーハットおおむら ☎⑳7200

10月

11月

12月

1月

2月

3月

11/2（日）
大 村 寄 席

シーハットおおむら ☎⑳7200　　info@seahat.jp 

シーハットおおむら開館10周年記念特別企画

14:00開演 さくらホール

料金：（全席指定）一般3,500円　会員3,100円

林家木久扇（落語）　柳家喬之介（落語）　林家二楽（紙きり）　柳亭左龍（落語）

鈴々舎風車（落語）　ロケット団（漫才）　金山はる（おはやし）

出演：

※未就学児童の入場はご遠慮ください。 ※託児あり（要予約・1人1,000円）（乳児除く）

恒
例

好評
発売中

シーハット情報

きくおう

れいれいしゃふうしゃ

きょうのすけ にらく りゅうていさりゅう
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募　

集

　

市
営
住
宅
入
居
者

申
込
期
限　

10
月
9
日
（木）

入
居
日　

11
月
１
日
（土）

抽
選
日
お
よ
び
場
所　

10
月
21
日
（火）
、
午
前
10
時
、
市

民
会
館

※
空
き
住
宅
の
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住
宅
課
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

※
犬
（
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
除
く
）、
猫
な
ど
の
ペ
ッ

ト
類
は
飼
育
で
き
ま
せ
ん
。

■
大
村
都
市
開
発　

☎
�
４
１
５
１

　

第
７
回
お
お
む
ら
の
木
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー

　

樹
齢
２
６
０
年
の
萱
瀬
ス
ギ
や
林
業
作
業
を
見
学
し
、

森
林
の
大
切
さ
を
体
感
し
ま
す
。

と
き　

11
月
１
日
（土）
、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

集
合
場
所　

市
役
所　

定
員　

30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
参
品　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、
山
歩
き
に
適

し
た
服
装

申
込
方
法　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル
に
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
８
５
６
｜
０
８
３
６　

幸
町
25

｜

33

市
コ
ミ
セ
ン　

5
�
３
１
６
２

　

com
icen@

city.om
ura.lg.jp

申
込
期
限　

10
月
22
日
（水）

■
市
コ
ミ
セ
ン　

☎
�
３
１
６
１

※時間はいずれも午後１時30分〜3時30分 ※受講料はテキスト代

講座番号 内　容 対象 11 月の開催日 受講料 申込期限

24
ＩＴ基礎
ワード2003

初めてワード2003を
使用する人

1日、8日、15日、22日
毎週土曜日

1,050円

10月18日（土）

25
ＩＴ基礎
エクセル2003

初めてエクセル2003
を使用する人

4日、11日、18日、25日
毎週火曜日

10月21日（火）

26 インターネット＆メール
ウィンドウズの基本操
作ができる人

6日、13日、20日
毎週木曜日

1,785円 10月23日（木）

■
情
報
交
流
プ
ラ
ザ　

☎
� 

０
０
９
５ と こ ろ　情報交流プラザ    定 員　各講座20人（申し込み多数の場合抽選）

申込方法　往復はがき、またはeメールに希望講座番号・住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入のうえ、
                   お申し込みください。ｅメールの場合、件名に「IＴ講習会申込」と記入してください。
申 込 先　〒856－0022　雄ヶ原町1298－29　大村市情報交流プラザ　　plaza@octp-net.ne.jp

Ｉ
Ｔ
講
習
会
受
講
生

　

土
木
の
日
現
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

と
き　

11
月
８
日
（土）
、午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
市
役
所
玄
関
前
に
午
前
８
時
50
分
集
合

コ
ー
ス　
（
島
原
方
面
）
慰
霊
の
碑
・
農
業
研
修

所
跡
→
砂
防
み
ら
い
館
→
赤
松
地
区
土
木
工
事

→
諫
早
外
環
状
線

持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
筆
記
用
具

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

40
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
、
初

参
加
者
を
優
先
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

「
〒
８
５
６
｜
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
道
路
課

総
務
グ
ル
ー
プ
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
17
日
（金）

■
道
路
課（
内
線
４
２
１
）

　

四
季
の
自
然
ふ
し
ぎ
大
発
見

内
容　

秋
の
野
原
の
動
植
物
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

と
き　

11
月
８
日
（土）
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

30
分　

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

集
合　

子
ど
も
科
学
館

対
象
・
定
員　

小
学
３
年
生
以
上
、
20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

申
込
方
法　
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
（
学
校
学
年
）・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

〒
８
５
６
｜
０
８
０
６　

富
の
原
２
丁
目

３
８
２
｜
１　

郡
地
区
公
民
館

申
込
期
限　

10
月
27
日
（月）

■
郡
地
区
公
民
館　

☎
�
３
３
３
７
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快
適
に
歩
く
た
め
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座

と
き　

10
月
26
日
（日）
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ー

ト
パ
ル
」　

定
員　

成
人
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

danjyo@
city.om

ura.lg.jp

申
込
期
限　

10
月
17
日
（金）

※
運
動
に
適
し
た
服
装
、ひ
も
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
�
８
７
１
５　

5
�
８
７
０
０

内　容 対　象 と　き 受講料
（協会員） 申込期間

①やさしい英会話 初心者
11月2日〜平成21年3月8日

日曜日・全15回
10：30〜12：00

10,000円
（5,000円）

10月1日（水）〜 15日（水）

②やさしい中国語会話 初心者 11月10日〜平成21年3月16日
月曜日・全15回
②10：30〜12：00
③19：30〜21：00

10月8日（水）〜 22日（水）
③たのしい中国語会話 経験者

■大村国際交流協会（地域げんき課内・内線 184）

　このほか「外国人のための日本語講座」（木曜日開催）については、随時募集しています。開催時間・場所は　相談に
応じますので、お問い合わせください。（中国語、英語対応可）

大村国際交流協会　語学講座受講生募集 ところ　  市コミセン　定員　各講座20人（先着順）
申込方法　電話、ファクス、eメールでお申し込みください。
　　　　　5�6722　　oifaifh@hotmail.com

　

秋
季
テ
ニ
ス
大
会
（
団
体
戦
）

と
き　

10
月
26
日
（日）  

※
雨
天
時
は
11
月
2
日
（日）
に
順
延

と
こ
ろ　

市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目　

団
体
戦
（
男
女
各
２
人
）、
Ａ
ク
ラ
ス
・
Ｂ
ク
ラ
ス

参
加
料　

６
，
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

申
込
期
限　

10
月
15
日
（水） 

、
午
後
９
時

■
大
村
市
テ
ニ
ス
協
会

☎
０
９
０
（
２
０
８
５
）
７
４
３
５
（
高
月
）

　ごみの減量化とリサイクルの推進を図るため、家庭ごみの分別・出し方
などについての講習会を開催します。どなたでも参加できますので、お誘
い合わせのうえお越しください。

と　き ところ 対象地区

10月15日（水） 市コミセン 大村・鈴田・三浦

10月16日（木） 郡地区公民館 竹松・福重・松原

10月21日（火） 中地区住民センター 西大村・萱瀬

時間：いずれも午後7時30分〜8時30分

■環境保全課（内線 143）

・不燃物、資源物の分別・出し方について
・生ごみリサイクル、レジ袋削減マイバッグ持参運動について

ごみの分別・リサイクル講習会
ごみを減らそう！〜混ぜればごみ、分ければ資源〜

※橙文字は本場開催

9/27～10/2日　GⅠ海の王者決定戦
　  3日～  7日　下関女子戦
  　3日～  8日　若松ナイター
  　8日～13日　ＳG全日本選手権（丸亀）
  　8日～13日　桐生ナイター
  　9日～13日　蒲郡ナイター
　14日～19日　JＬＣ杯
　14日～16日　若松ナイター

17日～22日　蒲郡ナイター
18日～22日　桐生ナイター
20日～22日　GⅠ三国周年
23日～28日　GⅠ児島周年
23日～28日　若松ナイター
25日～30日　GⅢ新鋭リーグ
29日　　　　桐生ナイター
29日～30日　住之江ナイター

10月の大村競艇



団体戦で準優勝した大村工業高等学校アーチェリー部の選手の皆さん

おめでとう！大村工業高等学校アーチェリー部

●10月1日から川平有料道
　路でETCが利用できます。

●ETC車を対象に、通勤時
　間帯割引を行います。
　［割引内容］ 
　　ETC通勤割引（約3割引）
  　 （通勤割引時間帯：午前6時～9時、午後5時～8時）

●長崎バイパスとともに回数券の利用を終了します。
　　販売終了：11月30日（日）
　　利用終了：平成21年5月31日（日）
　　払戻期間:12月1日（月）～
　　払戻場所:川平・川平本線・諫早・長崎多良見の各料金所
　　　　　   長崎県道路公社、西日本高速道路九州支社

　※詳しくはお問い合わせいただくか、長崎県道路公社ホームページ
　　（http://www.nagasaki-dourokousha.or.jp/）をご覧ください。

■問い合わせ　長崎県道路公社　☎095（823）2600

川平有料道路でETCが利用できます 祝 100歳 おめでとうございます

大
柿
キ
ヨ
さ
ん（
明
治
41
年
９
月
１
日

生
ま
れ
）が
め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
、療
養
先
の
施
設
で
ご
家
族
と

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ふみやあぜさき しずり

　7月29日～31日まで埼玉県で開催された平成20年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）アーチェリー競技に県代表
として出場した大村工業高等学校アーチェリー部が団体戦で準優勝、個人戦では優勝と第3位を獲得しました。

長崎県地方史研究会大村大会
と き・ところ　11月3日（月・祝）、午前10時～・市民会館
内　容　①講演　
　　　　　演題「大村領域のキリシタン信仰～大村純忠受洗から郡崩れまで」
　　　　　講師：大石一久氏（県文化振興課 課長補佐）
　　　　　演題「中浦ジュリアンを生んだ西海の歴史と風土」
　　　　　講師：小佐々学氏（中浦ジュリアン末裔 獣医学博士）
　　　　②パネルディスカッション「末裔・縁者が語る天正少年使節」
参加料　無料
　　　　　　　　　　■問い合わせ　大村史談会　☎531979

第3位の楠本君 優勝した渡邉君

個人戦でもがんばりました!!

畔崎友博君（2年） 静里翔平君（3年） 楠本記也君（2年）渡邉祐樹君（3年）
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団体戦で準優勝した大村工業高等学校アーチェリー部の選手の皆さん

おめでとう！大村工業高等学校アーチェリー部

●10月1日から川平有料道
　路でETCが利用できます。

●ETC車を対象に、通勤時
　間帯割引を行います。
　［割引内容］ 
　　ETC通勤割引（約3割引）
  　 （通勤割引時間帯：午前6時～9時、午後5時～8時）

●長崎バイパスとともに回数券の利用を終了します。
　　販売終了：11月30日（日）
　　利用終了：平成21年5月31日（日）
　　払戻期間:12月1日（月）～
　　払戻場所:川平・川平本線・諫早・長崎多良見の各料金所
　　　　　   長崎県道路公社、西日本高速道路九州支社

　※詳しくはお問い合わせいただくか、長崎県道路公社ホームページ
　　（http://www.nagasaki-dourokousha.or.jp/）をご覧ください。

■問い合わせ　長崎県道路公社　☎095（823）2600

川平有料道路でETCが利用できます 祝 100歳 おめでとうございます

大
柿
キ
ヨ
さ
ん（
明
治
41
年
９
月
１
日

生
ま
れ
）が
め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
、療
養
先
の
施
設
で
ご
家
族
と

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ふみやあぜさき しずり

　7月29日～31日まで埼玉県で開催された平成20年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）アーチェリー競技に県代表
として出場した大村工業高等学校アーチェリー部が団体戦で準優勝、個人戦では優勝と第3位を獲得しました。

長崎県地方史研究会大村大会
と き・ところ　11月3日（月・祝）、午前10時～・市民会館
内　容　①講演　
　　　　　演題「大村領域のキリシタン信仰～大村純忠受洗から郡崩れまで」
　　　　　講師：大石一久氏（県文化振興課 課長補佐）
　　　　　演題「中浦ジュリアンを生んだ西海の歴史と風土」
　　　　　講師：小佐々学氏（中浦ジュリアン末裔 獣医学博士）
　　　　②パネルディスカッション「末裔・縁者が語る天正少年使節」
参加料　無料
　　　　　　　　　　■問い合わせ　大村史談会　☎531979

第3位の楠本君 優勝した渡邉君

個人戦でもがんばりました!!

畔崎友博君（2年） 静里翔平君（3年） 楠本記也君（2年）渡邉祐樹君（3年）
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ミニ情報ご寄付・ご好意
ありがとうございました
　　　　　　　　　（敬称略）

◎長崎リハビリテーション学院公開講座
内容　①10月24日（金）、「みんなにやさし
い住まいづくりや暮らし方のアドバイ
ス」 　②11月7日（金）、「コミュニケーション
パートナーになろう」　③11月21日（金）、「生活
の中でできる体力づくり」※時間はいず
れも午後7時〜8時30分
ところ　長崎リハビリテーション学院　
　　　　　　　　　　　　（赤佐古町）
申込方法　電話またはファクスでお申し
込みください。
★長崎リハビリテーション学院
☎�78835�6882

◎大村城南高校文化祭
とき　11月9日（日）、午前9時30分〜
内容　食物バザー、学校で生産した野菜
などの販売、実習作品の展示など
★県立大村城南高等学校　☎�3121

◎市民ハイキング参加者募集
とき　11月23日（日）
ところ　久住山系三俣山（大分県）
集合場所　市役所玄関前（午前6時30分出発）
参加費　5,000円
定員　成人45人（先着順）
申込方法　はがきまたは電話でお申し込
みください。
申込先　〒856-0806　富の原2丁目105
申込期限　11月10日（月）
★大村山岳会　☎�0285（琴岡）

◎大村混声合唱団第28回定期演奏会
とき　10月25日（土）、午後6時30分開演
ところ　郡地区公民館
入場料　無料
★大村混声合唱団　☎�0085（野田）

◎パソコン教室受講者募集
内容　①はじめてのワード講座、10月2日
〜23日の毎週月・木曜日　②ワード2000
基礎講座、10月7日〜21日の毎週火曜日
※いずれも午前10時〜正午まで
ところ　市総合福祉センター３階
受講料　500円（1回）
★ ITへるぷ  ☎090（8415）0335（牛嶋）

◎陸・海・空四部隊合同自衛隊記念日
とき・ところ　10月26日（日）、午前9時〜
午後3時30分、陸上自衛隊大村駐屯地グラ
ウンドほか
★陸上自衛隊大村駐屯地　☎�2131

◎平成20年度第2回看護力再開発講習会
対象　未就業者で講義・実習に全日程参
加できる人および就業中で講義を受けた
い人　※定員40人
受講料　無料
申込期限　10月6日（月）
［講義・講習会］
とき　10月24日（金）、午前9時30分〜午後4時
ところ　県看護協会長崎会館（長崎市）
内容　看護の動向、看護倫理、ケアに役
立つ薬の知識
［病院実習］
とき　10月27日（月）〜29日（水）、午前8
時30分〜午後4時30分
★長崎県看護協会内ナースセンター
☎�8060

◎一般寄付
教育委員会へ（英語力向上対策事
業への支援） ▼杉田亮毅
市立図書館へ（図書の寄贈） ▼大村
東ロータリークラブ
まちかど市民ギャラリーへ ▼井手昭弘

▼ナガノカメラ ▼山添正一 ▼富永佳人
ベイサイド大村へ ▼平野重郎 ▼森山育
子 ▼大村吟詠会 ▼玖島中学校　慈恵
荘へ ▼松永シズエ ▼辻みち子 ▼松本正
登 ▼あたごや青果 ▼赤木信雄 ▼下川宣
義 ▼松井道 ▼田中久美子 ▼ためなが ▼

ハッピートンボクラブ中橋栄子 ▼海上
自衛隊琴海連　ふる里へ ▼古瀬恭孝 ▼

山崎弘子 ▼浦崎美代子 ▼大村さくらの
会 ▼切江悦弘　光と緑の園へ ▼九州ア
イスクリーム協会 ▼中地区お話の会 ▼

馬場民子　泉の里へ ▼旭光博 ▼今道俊
雄 ▼上本タミ ▼大田考三 ▼加治正信 ▼

高崎節子 ▼中川クニ子 ▼永村哲郎 ▼原
美由紀 ▼久田松實 ▼平野美智子 ▼廣瀬
勇 ▼本村和好 ▼山下博之 ▼渡邊八枝子

▼ニチイ学館 ▼大村中学校 ▼すわん子
太鼓 ▼創成館高等学校 ▼戸島歌謡教室

▼野母崎マリーンサービス ▼荒木雅子

▼池田鈴子 ▼石橋節子 ▼一瀬保寿 ▼伊
藤順一 ▼植松京子 ▼上村幸三 ▼大久保
口加子 ▼奥土居悟 ▼尾崎修二 ▼川尻政
秋 ▼川田圭次 ▼楠本美和子 ▼葛屋タキ

▼倉田チエ子 ▼後藤明 ▼小林弘毅 ▼菅
慶二 ▼高月寛道 ▼土屋昇 ▼中島日出男

▼鍋岡秀子 ▼西川美盛 ▼西野敏勝 ▼西
原イツ子 ▼橋本智恵子 ▼濱田亮子 ▼福
地充 ▼松永誠 ▼松永正枝 ▼満島貫二 ▼
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お茶の徳永 ▼九州環境福祉医療専門学
校 ▼向陽高等学校 ▼しんり ▼諏訪薬局
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▼平野重郎 ▼藤間勘巳満 ▼小玉和裁教
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の丘へ ▼倉迫秀男 ▼野口ハツ ▼平川美
雪 ▼福島百江 ▼徳田節子 ▼柳原憲臣　
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イスクリーム協会 ▼岩崎本舗 ▼長崎国

　山口俊光さん（玖島 3丁目）が、「リサ
イクル意識の向上や創意工夫の楽しさを
子どもたちに知ってほしい」と、手作り
の「仕切りカバー付ちりとり」100 個を市
内小中学校に寄贈されました。このちり
とりは、山口さんが 18 ㍑の角型空き缶を
利用して、ひとつひとつ手作りで仕上げ
たもので、実用新案（特許）登録されて
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小中学校に
　手作りのちりとりを寄贈
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中嶋木工所



　

　

     

　　　

　

子育て・健康

受診券

問い合わせ先の記載がないものは、国保けんこう課（内線145）にお問い合わせください。

●指定医療機関を変更します

個別健康診査医療機関（追加）
市立大村市民病院
　古賀島町　☎522161
健診内容　健康診査（特定健診・後
期高齢者健診）、肝炎ウイルス検査、
胃がん検診、肺がん検診、大腸がん
検診、骨粗しょう症検診

歯周疾患検診医療機関（除外）
いちのせ歯科医院　
水田町　☎546633

●10月は骨髄バンク推進月間
ならびに臓器移植普及推進月
間です
あなたの意思で助かる命があります。

骨髄バンクのドナー登録は18歳～54歳、
提供は20歳～55歳です。臓器提供は
15歳以上です。
　　　■骨髄移植推進財団
　　　　80120-445-445

●10月10日は
　「目の愛護デー」です
～「元気な瞳、応援します」～

●視覚障害の予防および健常視力の
　保持
●感染性眼疾患の予防・早期治療
●生活習慣病による眼疾患の早期発
　見、早期治療
●角膜移植に関する正しい知識の普及

健診は受けたあとが大事です。２回にわたり講座を開催します。

健康講座に参加しませんか健康講座に参加しませんか

■市立大村市民病院　☎522161

と こ ろ　市コミセン
対　　象　市内在住で4月以降に特定健診を受けた人で、両日とも参

加できる人(治療中の人は主治医とご相談の上、ご参加ください。健
診の結果、特定保健指導を勧められている人は、各医療保険者にご
相談ください）

募集人数　15人(先着順)
申込方法　電話で国保けんこう課にお申し込みください。
参 加 費　300円程度（調理材料費）
持 参 品　今年受けた特定健診結果票、筆記用具、電卓、エプロン

●ふれあい健康講座

 耳鼻科の救急医療
  　～めまい、鼻出血、異物～

と　き 10月4日(土)
　　　 午後1時～2時
ところ 市民病院大会議室
講  師 森内晴美 耳鼻咽喉科医

※どなたでも自由に参加できます。
　直接会場へお越しください。
　手話通訳・要約筆記も行います。

●健康診査を受けましょう！
　～集団健康診査受診者募集～

と　き 11月19日（水）
　　 午前9時30分～11時
　　 午後1時30分～3時
ところ 竹松住民センター
受付開始　10月1日(水)
対　象　
【特定健康診査】40～74歳の大
村市国民健康保険被保険者
【後期高齢者健康診査】75歳以上
の後期高齢者医療被保険者（特
定の障害のある人は65歳以上）

検診の種類　
健康診査、肝炎ウイルス検査、結核
・肺がん検診、大腸がん検診
定　員　
　午前・午後各60人（先着順）
申込方法　
　電話でお申し込みください。

『健診結果からわかること?!』 
～今なら間に合う肥満予防～
・講話「健診結果から考える肥満予防のための生活のヒント」
・調理実習（カロリー控えめの調理）

『人はなぜ甘いものを摂るのだろう?!』
～おいしくて身体にやさしい糖の摂り方～
・講話「健診結果から考える血糖値の上昇を抑える生活のヒント」
・調理実習（血糖値が気になる人にお勧めする調理）

と　　き 内　　　容

11月13日（木）

午後2時～4時30分

インフルエンザ予防接種 の費用を助成しますインフルエンザ予防接種 の費用を助成しますインフルエンザ予防接種 の費用を助成します

と　　き　10 月 1日（水）～平成 21 年 1月 31 日（土）
対　　象　市内在住で次のいずれかに該当する人
　　　　　①小学校就学前の乳幼児　
　　　　　②65 歳以上の人　
　　　　　③60 歳以上 65 歳未満で、心臓・じん臓または呼吸器の機能に重度の障害がある人、
　　　　　　またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能障害がある人（身体障害者手帳等級が 1級の人）
助 成 額　1回あたり 2,000 円
個人負担金　予防接種にかかる費用のうち、市の助成額を控除した差額を負担していただきます。
　　　　　　※①②③に該当する人で、生活保護世帯に属する人は全額助成します。
助成回数　①は 2回、②③は 1回
接種方法　直接指定医療機関に予約をして、接種を受けてください。
接種できない人

①37 度 5分を超える発熱がある　
②重い急性疾患にかかっている　
③ワクチンに含まれる成分によって、ひどいアレルギー反応を起こしたことがある
④その他、医師が不適当な状態と判断したときなど

　インフルエンザは、普通の風邪に比べて感染力が強く、高齢者や
乳幼児にとって肺炎や脳症などを併発し、生命に関わることもある危
険な感染症です。
　予防接種を受けておくとインフルエンザにかかりにくくなるだけでな
く、かかっても症状が軽くて済みます。体調の良いときに受けましょう。

■問い合わせ　こども政策課（内線170）

指定医療機関一覧

ありやま小児科 
伊崎脳神経外科・内科
上田記念クリニック
うえき心療内科クリニック
おおつか内科医院
大村中央産婦人科
岡循環器内科
おび産婦人科医院
カメリアクリニック
川本内科医院
神田クリニック
くすもと内科・外科クリニック
秋櫻醫院
後藤産婦人科
小松内科
近藤医院
さくらクリニック
貞松病院
さわ小児科
澤田胃腸科内科医院

☎49 6410
☎54 4230
☎48 6886
☎54 6000
☎53 8080
☎52 3850
☎52 3000
☎54 1103
☎㉘ 8177
☎54 5675
☎48 5648
☎⑳ 8585
☎53 9990
☎⑳ 8123
☎48 6000
☎54 1166
☎53 8819
☎54 1161
☎56 2288
☎55 1507

☎50 1677
☎52 8525
☎55 0648
☎54 7200
☎55 3530
☎48 7777
☎52 4000
☎53 1234
☎㉘ 8686
☎50 0320
☎48 6677
☎52 2252
☎52 3574
☎54 5000
☎55 8615
☎53 5072
☎54 0083
☎52 2733
☎52 2339
☎㉘ 8733

☎55 8739
☎55 8427
☎㉗ 4422
☎54 8686
☎55 6830
☎53 6866
☎55 7831
☎53 2233
☎53 3731
☎54 8800
☎55 5070
☎52 4501
☎52 2706
☎54 7122
☎53 2305
☎52 1177
☎56 2227
☎53 5575
☎54 9200
☎52 2003

篠原皮ふ科クリニック
小児科内科しげの
下山耳鼻咽喉科医院
須田小児科医院
早田内科医院
髙島脳神経内科
田川小児科
田崎医院
たしろ医院
たなか循環器内科
谷口整形外科
出口小児科医院
寺井医院
ともなが内科クリニック
長崎医院
中澤病院
中田外科胃腸科
中村医院
野口内科こども医院
野田耳鼻咽喉科

橋口整形外科医院
原外科内科肛門科
平松整形外科医院
フジイ胃腸科クリニック
本田皮ふ科・アレルギー科
前川クリニック
牧山医院
南野クリニック
南野内科診療所
南野内科病院
みね内科クリニック
むたクリニック
山口耳鼻咽喉科医院
山下外科医院
山道医院
吉田内科クリニック
よしだレディースクリニック
与那城医院
レディースクリニックしげまつ
わたなべ耳鼻咽喉科医院

　大村市医師会のご協力により、日曜・祝日の当番医でもインフルエンザ予防接種を実施しています。
　当番医については「広報おおむら」の健康カレンダーをご覧ください。

10月9日（木）

午後2時～4時30分

と
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子育て・健康

受診券

問い合わせ先の記載がないものは、国保けんこう課（内線145）にお問い合わせください。

●指定医療機関を変更します
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　古賀島町　☎522161
健診内容　健康診査（特定健診・後
期高齢者健診）、肝炎ウイルス検査、
胃がん検診、肺がん検診、大腸がん
検診、骨粗しょう症検診

歯周疾患検診医療機関（除外）
いちのせ歯科医院　
水田町　☎546633

●10月は骨髄バンク推進月間
ならびに臓器移植普及推進月
間です
あなたの意思で助かる命があります。

骨髄バンクのドナー登録は18歳～54歳、
提供は20歳～55歳です。臓器提供は
15歳以上です。
　　　■骨髄移植推進財団
　　　　80120-445-445

●10月10日は
　「目の愛護デー」です
～「元気な瞳、応援します」～

●視覚障害の予防および健常視力の
　保持
●感染性眼疾患の予防・早期治療
●生活習慣病による眼疾患の早期発
　見、早期治療
●角膜移植に関する正しい知識の普及

健診は受けたあとが大事です。２回にわたり講座を開催します。

健康講座に参加しませんか健康講座に参加しませんか

■市立大村市民病院　☎522161

と こ ろ　市コミセン
対　　象　市内在住で4月以降に特定健診を受けた人で、両日とも参

加できる人(治療中の人は主治医とご相談の上、ご参加ください。健
診の結果、特定保健指導を勧められている人は、各医療保険者にご
相談ください）

募集人数　15人(先着順)
申込方法　電話で国保けんこう課にお申し込みください。
参 加 費　300円程度（調理材料費）
持 参 品　今年受けた特定健診結果票、筆記用具、電卓、エプロン

●ふれあい健康講座

 耳鼻科の救急医療
  　～めまい、鼻出血、異物～

と　き 10月4日(土)
　　　 午後1時～2時
ところ 市民病院大会議室
講  師 森内晴美 耳鼻咽喉科医

※どなたでも自由に参加できます。
　直接会場へお越しください。
　手話通訳・要約筆記も行います。

●健康診査を受けましょう！
　～集団健康診査受診者募集～

と　き 11月19日（水）
　　 午前9時30分～11時
　　 午後1時30分～3時
ところ 竹松住民センター
受付開始　10月1日(水)
対　象　
【特定健康診査】40～74歳の大
村市国民健康保険被保険者
【後期高齢者健康診査】75歳以上
の後期高齢者医療被保険者（特
定の障害のある人は65歳以上）

検診の種類　
健康診査、肝炎ウイルス検査、結核
・肺がん検診、大腸がん検診
定　員　
　午前・午後各60人（先着順）
申込方法　
　電話でお申し込みください。

『健診結果からわかること?!』 
～今なら間に合う肥満予防～
・講話「健診結果から考える肥満予防のための生活のヒント」
・調理実習（カロリー控えめの調理）

『人はなぜ甘いものを摂るのだろう?!』
～おいしくて身体にやさしい糖の摂り方～
・講話「健診結果から考える血糖値の上昇を抑える生活のヒント」
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対　　象　市内在住で次のいずれかに該当する人
　　　　　①小学校就学前の乳幼児　
　　　　　②65 歳以上の人　
　　　　　③60 歳以上 65 歳未満で、心臓・じん臓または呼吸器の機能に重度の障害がある人、
　　　　　　またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能障害がある人（身体障害者手帳等級が 1級の人）
助 成 額　1回あたり 2,000 円
個人負担金　予防接種にかかる費用のうち、市の助成額を控除した差額を負担していただきます。
　　　　　　※①②③に該当する人で、生活保護世帯に属する人は全額助成します。
助成回数　①は 2回、②③は 1回
接種方法　直接指定医療機関に予約をして、接種を受けてください。
接種できない人

①37 度 5分を超える発熱がある　
②重い急性疾患にかかっている　
③ワクチンに含まれる成分によって、ひどいアレルギー反応を起こしたことがある
④その他、医師が不適当な状態と判断したときなど

　インフルエンザは、普通の風邪に比べて感染力が強く、高齢者や
乳幼児にとって肺炎や脳症などを併発し、生命に関わることもある危
険な感染症です。
　予防接種を受けておくとインフルエンザにかかりにくくなるだけでな
く、かかっても症状が軽くて済みます。体調の良いときに受けましょう。

■問い合わせ　こども政策課（内線170）
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大村中央産婦人科
岡循環器内科
おび産婦人科医院
カメリアクリニック
川本内科医院
神田クリニック
くすもと内科・外科クリニック
秋櫻醫院
後藤産婦人科
小松内科
近藤医院
さくらクリニック
貞松病院
さわ小児科
澤田胃腸科内科医院

☎49 6410
☎54 4230
☎48 6886
☎54 6000
☎53 8080
☎52 3850
☎52 3000
☎54 1103
☎㉘ 8177
☎54 5675
☎48 5648
☎⑳ 8585
☎53 9990
☎⑳ 8123
☎48 6000
☎54 1166
☎53 8819
☎54 1161
☎56 2288
☎55 1507

☎50 1677
☎52 8525
☎55 0648
☎54 7200
☎55 3530
☎48 7777
☎52 4000
☎53 1234
☎㉘ 8686
☎50 0320
☎48 6677
☎52 2252
☎52 3574
☎54 5000
☎55 8615
☎53 5072
☎54 0083
☎52 2733
☎52 2339
☎㉘ 8733

☎55 8739
☎55 8427
☎㉗ 4422
☎54 8686
☎55 6830
☎53 6866
☎55 7831
☎53 2233
☎53 3731
☎54 8800
☎55 5070
☎52 4501
☎52 2706
☎54 7122
☎53 2305
☎52 1177
☎56 2227
☎53 5575
☎54 9200
☎52 2003

篠原皮ふ科クリニック
小児科内科しげの
下山耳鼻咽喉科医院
須田小児科医院
早田内科医院
髙島脳神経内科
田川小児科
田崎医院
たしろ医院
たなか循環器内科
谷口整形外科
出口小児科医院
寺井医院
ともなが内科クリニック
長崎医院
中澤病院
中田外科胃腸科
中村医院
野口内科こども医院
野田耳鼻咽喉科

橋口整形外科医院
原外科内科肛門科
平松整形外科医院
フジイ胃腸科クリニック
本田皮ふ科・アレルギー科
前川クリニック
牧山医院
南野クリニック
南野内科診療所
南野内科病院
みね内科クリニック
むたクリニック
山口耳鼻咽喉科医院
山下外科医院
山道医院
吉田内科クリニック
よしだレディースクリニック
与那城医院
レディースクリニックしげまつ
わたなべ耳鼻咽喉科医院

　大村市医師会のご協力により、日曜・祝日の当番医でもインフルエンザ予防接種を実施しています。
　当番医については「広報おおむら」の健康カレンダーをご覧ください。

10月9日（木）

午後2時～4時30分

と
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子育て・健康カレンダー
2008

雪丸　遥斗くん
（2歳）

はるとゆきまる

池田　優衣ちゃん
（2歳10か月）

ゆ い

澤田胃腸科内科医院
［胃腸科・内科］
小路口本町☎○55 1507

大村中央産婦人科
［産婦人科］
水主町☎○52 3850

加島歯科小児歯科医院
乾馬場町☎○52 2809

田川小児科
［小児科］
東本町☎○52 4000
　
わたなべ耳鼻咽喉科医院
［耳鼻咽喉科］
杭出津2丁目☎○52  2003

橋口歯科医院
竹松本町☎○55 5095

小松内科
［消化器科・内科］
上諏訪町☎○48 6000

原外科内科肛門科
［外科・内科・肛門科］
宮小路1丁目☎○55 8427

貞松歯科医院
坂口町☎○20 7808

おはなしの会
11：00～、市立図書館

出前子育てつどい●申  
松原住民センター
■北地区子育て支援センター

子育てとなり組●申  
宮小路1丁目公民館

子育てとなり組●申  
上小路公民館

1歳児のお部屋
10：00～正午

2歳児のお部屋
10：00～正午

キッズふれあい遊び
10：00～●申 

子育てとなり組●申  
黒丸公民館

子育てとなり組●申 
大佐古公民館

子育てとなり組●申  
池田2丁目公民館

出前子育てつどい●申 
竹松住民センター
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
さつき台公園
 ■南地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
福重住民センター
■北地区子育て支援センター

献血車巡回日
9：40～11：30
市役所前■国保けんこう課

離乳食教室
①10：00～②11：00～

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20　

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20　

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によること
ばの相談

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によることばの相談
・臨床心理士による育児相談

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

耳とことばの相談
午後1：00～3：00
・医師などによる診察・相談
・身体障害者手帳および
補聴器の申請受付
総合福祉センター
■障害福祉課

■ 問い合わせ
   ○こどもセンター   〒856-0832　本町413-2 ☎549100　554 9174
   ○北地区子育て支援センター（認定子ども園昊天宮保育園） ☎○55 0922　○南地区子育て支援センター（鈴田保育園） ☎○49 5388　○西大村地区子育て支援センター（植松保育園） ☎○54 5056

         は「子育てつどい」です。 ●申 は申し込みが必要です。

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

誕生日のつどい
11：00～3歳児以上のお部屋

10：00～正午

子育てとなり組●申 
玖島第１公民館

出前子育てつどい●申 
小路口光公民館
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
郡地区公民館
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
西大村コミセン
■西地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
郡地区公民館
■北地区子育て支援センター

問い合わせ／記載がないものは、こどもセンター☎549100にお問い合わせください。

今月の子育てつどい
●出前子育てつどい…午前10：00～「運動会ごっこをしよう」  31日（金）は「子育ておしゃべりのつどい」
●子育てとなり組…午前10：00～「みんなでおしゃべり」
●1歳児・2歳児・3歳児のお部屋…ふれあい交流室で自由遊び　
●誕生日のつどい…「10月生まれの誕生児を祝おう」（誕生月ではない人も参加できます。誕生月の人は事前にこどもセンターへご連絡ください）
●キッズふれあい遊び…「忍者になってあそぼう」（大村公園）先着15組。10月6日（月）9：00～、電話または直接こどもセンターへお申し込みください。　

くすもと内科・外科クリニック
［内科・循環器科・外科］
古賀島町☎○20 8585

おび産婦人科医院
［産婦人科］
本町☎○54 1103

南歯科医院
東本町☎○52 2262

　　

髙島脳神経内科
［神経内科・内科］
池田2丁目☎○48 7777

貞松病院
［整形外科・形成外科］
東本町☎○54 1161

たかぎ矯正小児歯科医院
東三城町☎○53 0035

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ママパパ学級
10：00～12：30

ママパパ学級
10：00～12：30

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

日 月 火 水 木 金

※日曜・祝日の
在宅当番医は、
変更になる場合が
あります。ご確認の
うえお越しください。
●診療時間
午前9時～午後6時
※歯科は
正午まで　　　　　
　　　　　

土

5

12

19

26

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

7

14

21

28

6

13

20

27

4

11

18

25

3

10

17

24

31

※■は問い合わせ
※開催場所・問い合わせを記載していないものは、こどもセンターで行います。

●1歳6か月児健康診査（通知済み）
　…平成18年10月～19年3月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
　…平成16年10月～17年4月に生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●ふれあいリハビリサロン（初回は電話で申し込み）…40歳以上の人が対象
●ことばと心の相談室・親子愛あい広場（初回は電話で申し込み）
　…ことばの発達が気になるお子さんや、育児でお困りのお母さんが対象
●乳幼児すくすく健康相談
　…計測、育児・栄養・心理・歯科相談（午後のみ）（予約不要。母子手帳持参）
　…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）
●離乳食教室…離乳食の相談（予約不要。母子手帳持参）初めての人は①にお越しください。
　　　

子育て・健康

こどもセンター紹介
○ふれあい交流室…こどもセンター２階に乳幼児と親が自
由に遊べる部屋があります。どうぞご利用ください。
［利用時間］月～金曜日（祝日を除く）、午前10時～午後5時
○子育てひろば
　●こどもセンターでは、子育てに関する情報提供・相談など
　　も受け付けています。
　●「子育てひろばだより」を毎月発行しています。市内公共
　　施設、病院・歯科医院、大村駅、郵便局に設置していま
　　すので、ぜひご覧ください。
　●市のホームページでも事業を紹介しています。

※写真はこどもセンターを訪れたお友だちです。

乳幼児すくすく健康相談
受付：午前9：30～10：30
　　 午後1：30～3：00

16日（木）
17日（金）

大村幼稚園　☎○52 2549
鈴田幼稚園　☎○53 1551
福重幼稚園　☎○55 8741
松原幼稚園　☎○55 8721
放虎原幼稚園  ☎○52 3564

と　き と　こ　ろ

22日（水）

24日（金）

■教育総務課（内線371）

■教育総務課（内線371）

■市立幼稚園部会
　西大村幼稚園 ☎○52 4502

い ち ご
くさぶえ
さくらんぼ
三　　城
と ま と
福　　重
ほ う こ
こ と ら
くすのき
元気っ子
おひさま
西大村遊学館
うきうき青空

●平成21年度 学童保育（放課後児童クラブ）利用者募集

●10月の幼稚園開放日
対　　象　平成14年4月2日～平成16年4月1日生まれの
　　　　　幼稚園などに通園していない幼児
開放時間　午前9時30分～10時30分

●観劇会「ブレーメンの音楽隊」
と　き　10月30日（木）、午後1時開演
ところ　市民会館
対　象　4～6歳児を持つ親子
入場料　490円（1席）※各市立幼稚園で販売しています。

対　　象　平成15年4月2日～平成17年4月1日生まれの幼児
受付期間　10月20日（月）～24日（金）
申込方法　各幼稚園、こどもセンター、教育委員会などに
ある入園願に必要事項を記入のうえ、希望する幼稚園、
こどもセンターまたは教育委員会にお申し込みください。
※入園希望者が各園の募集人員を超えた場合は、抽選のうえ決定します。
※入園願は市ホームページからもダウンロードできます。

対　　象　平成15年4月2日～平成18年4月1日生まれの幼児
願書配布　10月1日（水）～15日（水）
願書受付　10月16日（木）

　両親が働いている各校区の児童を、放課後や土曜日、春・夏・秋・冬休みにお預かりします。
　各児童（学童）クラブに、電話で直接お申し込みください。

松 原 小
富の原小
中央・西大村小
三 城 小
大 村 小
福 重 小
放虎原小
放虎原小
西大村小
虹の原養護学校
旭が丘・大村小
西大村小
旭が丘・大村小

松原本町170-7
富の原1丁目1392-1
松並1丁目1275
西三城町138
玖島1丁目61
福重町230
古賀島町133-25
古賀島町133-22
乾馬場町518-7
宮小路3丁目5-1
木場1丁目937-2
諏訪1丁目175
赤佐古町197

○55 5891
○55 1582
○52 3339
○52 0533
○54 6438
○56 2563
○52 2194
○50 0535
○54 5408
○55 0740
○53 6871
○52 7714
○52 6422

児童（学童）クラブ名       開設場所 電話番号校　区     

植松2丁目722-1
水主町2丁目609-7
西三城町16
宮小路1丁目481

522048
522473
536262

大村聖母
長崎星美
向　　陽

幼稚園名 住　所 電話番号

●平成21年度 幼稚園児募集

市 立

私 立

鈴　　田
大　　村
西 大 村
福　　重
松　　原
放 虎 原

5人
30人
30人
5人
5人
30人

15人
40人
40人
14人
17人
21人

531551
522549
524502
558741
558721
523564

幼稚園名 4歳児 5歳児 電話番号

●フリーマーケットを開催します
　子ども服や子育てグッズなど、みんなでリユースしましょう！
と　き　10月25日（土）、午前10時～午後2時（雨天決行）
ところ　シーハットおおむらガレリアおよび市コミセン（新）くじら 485678 （大村椿の森学園）

※くじら幼稚園は平成21年4月開園予定です。（願書は市立竹松幼稚園にあります）
※詳しくは各幼稚園にお尋ねください。

※

※移動動物園が来ます。

対象2歳以上
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子育て・健康カレンダー
2008

雪丸　遥斗くん
（2歳）

はるとゆきまる

池田　優衣ちゃん
（2歳10か月）

ゆ い

澤田胃腸科内科医院
［胃腸科・内科］
小路口本町☎○55 1507

大村中央産婦人科
［産婦人科］
水主町☎○52 3850

加島歯科小児歯科医院
乾馬場町☎○52 2809

田川小児科
［小児科］
東本町☎○52 4000
　
わたなべ耳鼻咽喉科医院
［耳鼻咽喉科］
杭出津2丁目☎○52  2003

橋口歯科医院
竹松本町☎○55 5095

小松内科
［消化器科・内科］
上諏訪町☎○48 6000

原外科内科肛門科
［外科・内科・肛門科］
宮小路1丁目☎○55 8427

貞松歯科医院
坂口町☎○20 7808

おはなしの会
11：00～、市立図書館

出前子育てつどい●申  
松原住民センター
■北地区子育て支援センター

子育てとなり組●申  
宮小路1丁目公民館

子育てとなり組●申  
上小路公民館

1歳児のお部屋
10：00～正午

2歳児のお部屋
10：00～正午

キッズふれあい遊び
10：00～●申 

子育てとなり組●申  
黒丸公民館

子育てとなり組●申 
大佐古公民館

子育てとなり組●申  
池田2丁目公民館

出前子育てつどい●申 
竹松住民センター
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
さつき台公園
 ■南地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
福重住民センター
■北地区子育て支援センター

献血車巡回日
9：40～11：30
市役所前■国保けんこう課

離乳食教室
①10：00～②11：00～

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20　

3歳児健康診査
受付： 午後1：00～1：20　

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によること
ばの相談

ことばと心の相談室
午後1：30～4：00
・言語聴覚士によることばの相談
・臨床心理士による育児相談

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

親子愛あい広場
9：30～11：30

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

1歳6か月児健康診査
受付： 午後1：00～1：20

耳とことばの相談
午後1：00～3：00
・医師などによる診察・相談
・身体障害者手帳および
補聴器の申請受付
総合福祉センター
■障害福祉課

■ 問い合わせ
   ○こどもセンター   〒856-0832　本町413-2 ☎549100　554 9174
   ○北地区子育て支援センター（認定子ども園昊天宮保育園） ☎○55 0922　○南地区子育て支援センター（鈴田保育園） ☎○49 5388　○西大村地区子育て支援センター（植松保育園） ☎○54 5056

         は「子育てつどい」です。 ●申 は申し込みが必要です。

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

赤ちゃんとふれあい遊び
11：00～、対象0歳児

誕生日のつどい
11：00～3歳児以上のお部屋

10：00～正午

子育てとなり組●申 
玖島第１公民館

出前子育てつどい●申 
小路口光公民館
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
郡地区公民館
■北地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
西大村コミセン
■西地区子育て支援センター

出前子育てつどい●申 
郡地区公民館
■北地区子育て支援センター

問い合わせ／記載がないものは、こどもセンター☎549100にお問い合わせください。

今月の子育てつどい
●出前子育てつどい…午前10：00～「運動会ごっこをしよう」  31日（金）は「子育ておしゃべりのつどい」
●子育てとなり組…午前10：00～「みんなでおしゃべり」
●1歳児・2歳児・3歳児のお部屋…ふれあい交流室で自由遊び　
●誕生日のつどい…「10月生まれの誕生児を祝おう」（誕生月ではない人も参加できます。誕生月の人は事前にこどもセンターへご連絡ください）
●キッズふれあい遊び…「忍者になってあそぼう」（大村公園）先着15組。10月6日（月）9：00～、電話または直接こどもセンターへお申し込みください。　

くすもと内科・外科クリニック
［内科・循環器科・外科］
古賀島町☎○20 8585

おび産婦人科医院
［産婦人科］
本町☎○54 1103

南歯科医院
東本町☎○52 2262

　　

髙島脳神経内科
［神経内科・内科］
池田2丁目☎○48 7777

貞松病院
［整形外科・形成外科］
東本町☎○54 1161

たかぎ矯正小児歯科医院
東三城町☎○53 0035

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

ママパパ学級
10：00～12：30

ママパパ学級
10：00～12：30

ふれあいリハビリサロン
午後2：00～4：00
■国保けんこう課

日 月 火 水 木 金

※日曜・祝日の
在宅当番医は、
変更になる場合が
あります。ご確認の
うえお越しください。
●診療時間
午前9時～午後6時
※歯科は
正午まで　　　　　
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※■は問い合わせ
※開催場所・問い合わせを記載していないものは、こどもセンターで行います。

●1歳6か月児健康診査（通知済み）
　…平成18年10月～19年3月生まれ、または2歳未満の幼児が対象
●3歳児健康診査（通知済み）
　…平成16年10月～17年4月に生まれ、または4歳未満の幼児が対象
●ふれあいリハビリサロン（初回は電話で申し込み）…40歳以上の人が対象
●ことばと心の相談室・親子愛あい広場（初回は電話で申し込み）
　…ことばの発達が気になるお子さんや、育児でお困りのお母さんが対象
●乳幼児すくすく健康相談
　…計測、育児・栄養・心理・歯科相談（午後のみ）（予約不要。母子手帳持参）
　…こころはぐくむ絵本事業で絵本を配布します（対象：1歳児未満）
●離乳食教室…離乳食の相談（予約不要。母子手帳持参）初めての人は①にお越しください。
　　　

子育て・健康

こどもセンター紹介
○ふれあい交流室…こどもセンター２階に乳幼児と親が自
由に遊べる部屋があります。どうぞご利用ください。
［利用時間］月～金曜日（祝日を除く）、午前10時～午後5時
○子育てひろば
　●こどもセンターでは、子育てに関する情報提供・相談など
　　も受け付けています。
　●「子育てひろばだより」を毎月発行しています。市内公共
　　施設、病院・歯科医院、大村駅、郵便局に設置していま
　　すので、ぜひご覧ください。
　●市のホームページでも事業を紹介しています。

※写真はこどもセンターを訪れたお友だちです。

乳幼児すくすく健康相談
受付：午前9：30～10：30
　　 午後1：30～3：00

16日（木）
17日（金）

大村幼稚園　☎○52 2549
鈴田幼稚園　☎○53 1551
福重幼稚園　☎○55 8741
松原幼稚園　☎○55 8721
放虎原幼稚園  ☎○52 3564

と　き と　こ　ろ

22日（水）

24日（金）

■教育総務課（内線371）

■教育総務課（内線371）

■市立幼稚園部会
　西大村幼稚園 ☎○52 4502

い ち ご
くさぶえ
さくらんぼ
三　　城
と ま と
福　　重
ほ う こ
こ と ら
くすのき
元気っ子
おひさま
西大村遊学館
うきうき青空

●平成21年度 学童保育（放課後児童クラブ）利用者募集

●10月の幼稚園開放日
対　　象　平成14年4月2日～平成16年4月1日生まれの
　　　　　幼稚園などに通園していない幼児
開放時間　午前9時30分～10時30分

●観劇会「ブレーメンの音楽隊」
と　き　10月30日（木）、午後1時開演
ところ　市民会館
対　象　4～6歳児を持つ親子
入場料　490円（1席）※各市立幼稚園で販売しています。

対　　象　平成15年4月2日～平成17年4月1日生まれの幼児
受付期間　10月20日（月）～24日（金）
申込方法　各幼稚園、こどもセンター、教育委員会などに
ある入園願に必要事項を記入のうえ、希望する幼稚園、
こどもセンターまたは教育委員会にお申し込みください。
※入園希望者が各園の募集人員を超えた場合は、抽選のうえ決定します。
※入園願は市ホームページからもダウンロードできます。

対　　象　平成15年4月2日～平成18年4月1日生まれの幼児
願書配布　10月1日（水）～15日（水）
願書受付　10月16日（木）

　両親が働いている各校区の児童を、放課後や土曜日、春・夏・秋・冬休みにお預かりします。
　各児童（学童）クラブに、電話で直接お申し込みください。

松 原 小
富の原小
中央・西大村小
三 城 小
大 村 小
福 重 小
放虎原小
放虎原小
西大村小
虹の原養護学校
旭が丘・大村小
西大村小
旭が丘・大村小

松原本町170-7
富の原1丁目1392-1
松並1丁目1275
西三城町138
玖島1丁目61
福重町230
古賀島町133-25
古賀島町133-22
乾馬場町518-7
宮小路3丁目5-1
木場1丁目937-2
諏訪1丁目175
赤佐古町197

○55 5891
○55 1582
○52 3339
○52 0533
○54 6438
○56 2563
○52 2194
○50 0535
○54 5408
○55 0740
○53 6871
○52 7714
○52 6422

児童（学童）クラブ名       開設場所 電話番号校　区     

植松2丁目722-1
水主町2丁目609-7
西三城町16
宮小路1丁目481

522048
522473
536262

大村聖母
長崎星美
向　　陽

幼稚園名 住　所 電話番号

●平成21年度 幼稚園児募集

市 立

私 立

鈴　　田
大　　村
西 大 村
福　　重
松　　原
放 虎 原

5人
30人
30人
5人
5人
30人

15人
40人
40人
14人
17人
21人

531551
522549
524502
558741
558721
523564

幼稚園名 4歳児 5歳児 電話番号

●フリーマーケットを開催します
　子ども服や子育てグッズなど、みんなでリユースしましょう！
と　き　10月25日（土）、午前10時～午後2時（雨天決行）
ところ　シーハットおおむらガレリアおよび市コミセン（新）くじら 485678 （大村椿の森学園）

※くじら幼稚園は平成21年4月開園予定です。（願書は市立竹松幼稚園にあります）
※詳しくは各幼稚園にお尋ねください。

※

※移動動物園が来ます。

対象2歳以上
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とうろう

灯りほのか 夕暮れさるく

10月 8日［水］
～11日［土］

「秋の夜長の武家屋敷」 Dejima quartet ミニライブ
～月をテーマに秋の夜空に響く四重奏～と　き 8日［水］・9日［木］18：30～20：30

 屋敷内での催し物19：00～20：00（両日）
ところ 旧楠本正隆屋敷
出　演 OMURA室内合奏団 弦楽四重奏
入館料 大人200円・小中学生100円

［フルート奏者の永留結花を中心としたカルテット］
と　き 11日［土］18：20～18：50
ところ 旧楠本正隆屋敷
曲　目 おぼろ月夜、ムーンリヴァーほか

1,000本の竹灯を灯します

と　き 11日［土］17：30ごろ～
ところ 大村公園内大村神社周辺

問い合わせ 文化振興課（内線372）

殿様気分で「夕暮れさるく」

歴史案内ボランティアガイドが夕暮れの城下町を
ご案内します。
と　き 11日［土］16：20～19：30（食事の時間を含む）
定　員 50人（先着順）
参加料 2,000円（食事・保険料・旧楠本正隆屋敷入館料込）
申込方法 電話・FAX・eメールで10月3日（金）
 までにお申し込みください。

申し込み・問い合わせ 大村市観光コンベンション協会　☎523605  5523652　  kanko@e-oomura.jp

参加者募集！！

おおむら第
17
回 健 康 福 祉 ま つ りHealthy welfare

10月19日［日］

アリーナ

と　き 10：00～15：00
ところ シーハットおおむら

開会式
大村市都市景観賞表彰式
お口の健康・図画・ポスターコンクール入賞者表彰式

【健康チェックコーナー】
・健康チェックしませんか？あなたの体年齢は?　
・お口の健康チェック・あなたの肺年齢は? 

大村市保育協議会・こども向けヒーローショー
「大村にNew Hero登場」～病気に負けない体をつくろう～

11：00～11：40

10：00～10：30

市コミセン大会議室

講演「メタボが原因となる疾患について」
講演「生命を脅かす動脈硬化性の心臓血管病について」
 ～内科・外科の立場から～

10：30～12：30

医療相談（栄養指導、服薬指導を含む）
12：30～13：00

市コミセン料理室

ミニウオーキング大会参加者募集！

親子料理教室（無料・先着各24組）

※参加を希望する人は、事前に電話でお申し込みください。
　（先着100人）

10：30～11：30 13：00～14：00

10：00～15：00

問い合わせ

健康福祉まつり実行委員会事務局（国保けんこう課内・内線152）
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人口 91,499人（＋114）　男 43,858人（＋89）　女 47,641人（＋25）　世帯数 37,533世帯（＋66）大村市の人口（8月末現在）
※（　）内は先月比（住基・外登法に基づく）
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